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1 
 1
.
 
業

務
内
容

全
体
（

発
注
仕

様
概
要

）
 

1
.
1
. 
 
業
務
内

容
 

途
上
国

に
お
け

る
感

染
症
蔓

延
前
後

の
変
化
・
影

響
に

か
か
る

情
報
収

集
・
記

録
を

行
い
、
報

告
書
を

作
成
、
納

入
す
る

。
 

 1
.
2
 
業

務
期
間
 

2
0
2
1
年

1
2
月

7
日

～
2
02
2
年

1
月

3
1
日

 

 1
.
3
 
調

査
方
法
  

①
 
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
の
感

染
状
況

の
推
移

（
感
染

者
数
等

）
と
社

会
的
な

対
応

（
移
動

制
限
等

）
 

 
W
H
O
や

ブ
ラ
ジ

ル
保
健

省
等
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

か
ら

情
報
収

集
を
行

い
、
ま

と
め
る

。
 

②
 
感

染
症
蔓

延
前

後
の
変

化
・
影

響
に
か

か
る
途

上
国
現

地
の
情

報
収
集

 

質
問

内
容

を
記

載
し
た

調
査
票

を
作
成

し
、
対
面

、
あ

る
い
は

Z
O
OM

等
を

利
用

し
対

象
者
（
森

林
と

そ
の
資

源
の

利
活

用
に

携
わ

る
関
係

者
等
）

に
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
を
行

う
。
 

 

２
．

調
査

実
施

概
要
 

 2
.
1
.
 

調
査
地
 

ブ
ラ

ジ
ル

国
内

、
主

と
し

て
当

会
が

長
年

活
動

を
実

施
し

て
き

て
い

る
東

部
ア

マ
ゾ

ン
地

域
パ

ラ
ー

州
北

東
部

地
域

に

て
調

査
を

行
い

、
一

部
、
西

部
ア

マ
ゾ

ン
地
域

ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
（

マ
ナ

ウ
ス
市

）
を
対

象
に
調

査
を
実

施
し
た

。
以
下

に
位

置
図

を
示

す
。

 

 

 

図
1
．
全

調
査
対

象
地
 

 

2 
 

 

 

図
2
．

パ
ラ

ー
州
に

お
け
る

調
査
地

 

 

表
1
．

調
査
地
の

人
口
（

ブ
ラ
ジ

ル
地

理
統
計

院
、
2
01
9
, 
2
0
20

, 
2
02
1
）
 

州州
名名

  
  

市市
名名
  

推推
定定

人人
口口

（（
22
00
22
11
年年

）
 

年年
  

ア
マ
ゾ

ナ
ス
州

 
4
,2
6
9
,
9
95

人
 

(
2
0
21

年
)
 

マ
ナ

ウ
ス

市
 

2
,
2
55

,9
0
3
人
 

2
02
1
 

（
マ

ナ
ウ
ス

大
都
市

圏
）
 

（
2
,
7
22

,0
1
4
人

）
 

（
2
02
0
）
 

パ
ラ

ー
州
 

8
,7
7
7
,
1
24

人
 

（
2
02
1
年
）
 

ベ
レ

ン
市
 

1
,
5
06

,4
2
0
人
 

2
02
1
 

（
ベ
レ

ン
大

都
市
圏

）
 

（
2
,
5
05

,2
4
2
人

）
 

（
2
01
9
）
 

マ
リ

ト
ゥ

ー
バ
市

 
1
35
,
8
1
2
人
 

2
02
1
 

マ
ラ

バ
ー

市
 

2
87
,
6
6
4
人
 

2
02
1
 

ト
メ
ア

ス
ー
市

 
6
4,

60
4
人
 

2
02
1
 

カ
メ

タ
ー

市
 

1
40
,
8
1
4
人
 

2
02
1
 

※
マ
ナ
ウ

ス
大
都
市
圏
は
、
州
都
マ

ナ
ウ
ス
を

含
む

1
3
の
自
治
体
（
マ
ナ

ウ
ス
市
、
ア
ウ
タ
ー
ゼ
ス
市

、
カ
レ
イ
ロ
市
、
カ
レ
イ
ロ
ダ
ヴ
ァ

ル
ゼ
ア

市
、
イ
ラ

ン

ド
ゥ

ー
バ

市
、

イ
タ

コ
ア
チ

ア
ラ

市
、
イ

タ
ピ
ラ

ン
ガ

市
、

マ
ナ

カ
プ

ル
市

、
マ

ナ
キ
リ

市
、

ノ
ー
ヴ

ォ
ア

イ
ラ

ン
市
、

プ
レ

ジ
デ
ン

チ
フ
ィ

ゲ
イ

レ
ー

ド
市
、

ヒ
オ
プ
レ

ッ
ト
ダ
エ
ヴ
ァ
市

、
シ
ル
ヴ
ェ
ス
市

）
で
構

成
さ
れ
、
ベ
レ
ン

大
都
市
圏
は
州
都

ベ
レ
ン
を

含
む

7
つ
の
自
治

体
（
ベ

レ
ン
市
、
ア
ナ
ニ

ン
デ
ウ
ア

市
、

ベ
ネ
ヴ
ィ

デ
ス
市
、
カ
ス
タ

ニ
ャ
ル

市
、
マ
リ
ト
ゥ
ー

バ
市
、
サ

ン
タ
バ
ル
バ
ラ
ド

パ
ラ
ー
市
、
サ
ン

タ
イ
ザ

ベ
ル
ド
パ
ラ
ー
市

）
で
構
成

さ
れ
る

。
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3 
 （

１
）
ト

メ
ア

ス
ー
市

 

 
図

3
．

ト
メ

ア
ス

ー
市

に
お

け
る
対

象
者
の

位
置
関

係
 

 

日
本
人

移
住
地

（
1
92
9
年
移

住
開
始

）
と
し

て
知
ら

れ
、
現

在
で
も

1
,
0
00

人
ほ
ど

の
日

本
人
・

日
系
人

が
居
住

し
て

い
る

。
コ

シ
ョ

ウ
の
単

一
生
産

で
栄
え

た
が
、

1
9
6
0
年

代
後
半

以
降
、

病
害
や

水
害
の

発
生

に
よ
り

、
多
く

の
コ
シ

ョ
ウ

が
枯

死
し

、
農

家
は
甚

大
な
被

害
を
受

け
た
。

1
9
7
0
年

代
か
ら

持
続
的

か
つ
長

期
的
に

収
入

を
得
る

た
め
に

、
日
本

人
・

日
系

人
農

家
は
試

行
錯

誤
の
な

か
森
林

に
な
ら

い
ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー
を

生
み

出
し
、

実
践
す

る
よ
う

に
な
り

、
多

種
多

様
な

農
作

物
（
カ

カ
オ
、

パ
ッ
シ

ョ
ン
フ

ル
ー
ツ

、
ア
サ

イ
ー
、

ク
ラ

ブ
ウ
ッ

ド
等
）

を
混
植

し
、
多

角
経
営

を
図

る
よ

う
に

な
っ

た
。
現

在
で
は

、
ト
メ

ア
ス
ー

市
は
ア

グ
ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ
ー

の
里

と
知
ら

れ
、
世

界
中
か

ら
研
究

者
や

企
業

が
訪

れ
て

い
る
。

送
電
網

が
整
備

さ
れ
た

後
の

1
9
90

年
代

に
は
製
材

所
が
多

く
作
ら

れ
、
木

材
伐
採

が
進

ん
だ

が
、

2
00
0
年
代
に

は
伐
採

木
が

減
少
し

た
こ
と

で
、
製

材
所
は

少
な
く

な
っ
て

い
る
。

ま
た

、
最
近

で
は
、

ア
ブ
ラ

ヤ
シ

畑
（

バ
イ

オ
燃

料
や
パ

ー
ム
油

生
産
の

た
め
）

も
増
加

し
て
き

て
い
る

。
 

・
ト

メ
ア

ス
ー

市
の
様

子
 

 
 

ト
メ

ア
ス

ー
市
 

（
中
心

部
、
白

い
建

物
が
ト

メ
ア
ス

ー
農
協

本
部
）

 

ト
メ

ア
ス

ー
市
 

（
ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー
農

場
。
ク

ラ
ブ

ウ
ッ
ド

、
ア

サ
イ

ー
、

カ
カ
オ

等
が
混

植
さ
れ

て
い

る
。
）

 

4 
  

 
 

ト
メ

ア
ス

ー
市
 

（
ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス

ト
リ
ー

農
場
。

コ
シ
ョ

ウ
、
カ

カ
オ

、
樹

木
等

が
混
植

さ
れ
て

い
る
。

）
 

ト
メ

ア
ス

ー
市
 

（
ス
ー

パ
ー
で

の
マ
ス

ク
の
着

用
状
況

。
ほ

と
ん
ど

の
人

が
着
用

し
て
い

る
が
、

こ
れ
だ

け
着
用

し
て

い
る
の

は
珍

し
い
。

）
 

 （
２

）
カ

メ
タ

ー
市
 

（
地

図
表
示

：
河
川

部
分
が

鮮
明
）

 

図
4
．

カ
メ
タ
ー

市
で

の
対
象

者
の
位

置
関
係

 

 

カ
メ
タ

ー
市
は

ア
サ

イ
ー
生

産
地
と

し
て
知

ら
れ
、
ア

サ
イ
ー

果
実

を
ト
メ

ア
ス
ー

農
協
等

に
販
売

し
て
い

る
。
カ

メ
タ

ー
市

中
心

部
か

ら
ボ
ー

ト
で
カ

ソ
ン
島
（

ビ
ゾ

ー
ホ
氏

）
、
ジ

ュ
ー

バ
島
（
プ

リ
モ

ッ
チ
氏

）
ま

で
そ

れ
ぞ
れ

約
1
時
間
要

す
る

。
各

島
は

淡
水
の

低
湿
地

（
ア
マ

ゾ
ン
河

支
流
の

ト
カ
ン

チ
ン
ス

河
下
流

域
）

に
位
置

し
、
5
～
7
時
間

お
き
（

低
潮

と
高

潮
）
お
よ

び
、
1
週

間
お

き
（

大
潮
と

小
潮
）
に
繰

り
返
し

起
こ
る

潮
汐
に

よ
り
水

位
が

変
動
し

、
そ
の

差
は

3
～
4
m

に
達

す
る

。
河

口
か
ら

2
00
k
m
以
上

も
川

上
に

位
置
す

る
が

河
川
勾

配
が
極

め
て
少

な
く
、

淡
水
の

川
で
あ

り
な
が

ら
海

と
同

じ
よ

う
に

潮
汐
が

起
こ
る

。
河
畔

に
は
主

と
し
て

ア
サ
イ

ー
が
自

生
し
て

お
り

、
潮
汐

の
影
響

を
受
け

て
い
る

。
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5 
 ・
カ

メ
タ
ー

市
の
様

子
 

 
 

カ
メ
タ

ー
市
（

中
心
部

）
 

ht
tp

s:
/
/w
ww
.f

er
i
as
.t
u
r.
b
r/
fo
to

s/
4
59
3/
c
am
e
ta
-p
a.

ht
m
l 

カ
メ
タ

ー
市
（

島
嶼
部

。
ア
サ

イ
ー
が

自
生
し

、
日
常

的
に

潮
汐
の

影
響
を

受
け
る

。
）
 

 
 

水
位

が
上
が

っ
て
い

る
時
の

森
林
内

 

（
ア
サ

イ
ー
が

優
占
）

の
様
子

 
干

潮
時
の

様
子
 

 
 

カ
メ

タ
ー
市

（
カ
ソ

ン
島
）

 
カ

メ
タ
ー

市
（
ボ

ー
ト
で

の
移
動

の
様
子

）
 

6 
 

 
 

カ
メ

タ
ー

市
（

ボ
ー
ト

で
の
移

動
の
様

子
）
 

カ
メ
タ

ー
市
市

場
の
マ

ス
ク
着

用
の
様

子
 

（
未
着

用
の
住

民
も
見

ら
れ
る

）
 

 （
３

）
マ

リ
ト

ゥ
ー
バ

市
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
図

5
．
マ

リ
ト
ゥ

ー
バ
市

に
お
け

る
対
象

者
の
位

置
 

 

マ
リ
ト

ゥ
ー
バ

市
は

ベ
レ
ン

市
か
ら

1
1
km

離
れ

、
ベ
レ
ン

大
都
市

圏
に
位

置
し
、
パ

ラ
ー
州

で
9
番

目
に

大
き
な

自
治

体
と

し
て

知
ら

れ
て
い

る
（
マ

リ
ト
ゥ

ー
バ
市

,
 2
0
21
）
。
人

口
は

20
2
1
年

で
1
5
万

人
を
超

え
て
い

る
。
以

前
は
多

く
の

森
林

が
あ

っ
た

が
、

近
年

で
は

ベ
レ

ン
の

衛
星

都
市

的
な

位
置

づ
け

が
強

く
な

り
、

住
宅

建
設

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

宅
開

発
が

進
む

な
ど

、
自
然

環
境
へ

の
開
発

圧
力
が

大
き
い

地
域
で

も
あ
る

。
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7 
 ・

マ
リ
ト

ゥ
ー

バ
市
の

様
子
 

 
 

マ
リ

ト
ゥ

ー
バ
市

（
中
心

部
）
 

ht
tp
s
:/
/
ma
r
it
u
ba
.
pa
.g

ov
.
br
/
si
t
e/
m
ar
i
tu
b
a-
c
om
p
le
t
a-
2
7-
a
no
s
-c
o
m-
f
er
i
ad
o
-

mu
n
ic
i
pa
l
-e
-
ex
t
en
s
a-
pr

og
r
am
a
ca
o
-n
e
st
a
-q
u
ar
t
a-
f
ei
r
a-
2
2/
 

マ
リ

ト
ゥ

ー
バ
市

（
農
村

部
）
 

h
tt
ps
:/

/m
a
ri
tu
ba

.p
a.
go
v.

br
/
si
te
/m

ar
it
u
ba
-
of
er
ec

e-
t
ur
is
m
o-
d
e-

n
at
ur
ez

a-
e
-a
ve
nt

ur
a-
be
m-

pe
r
to
-d
a-

ca
pi
ta
l/

#p
r
et
ty
Ph

ot
o 

 （
４

）
マ

ラ
バ

ー
市
 

 

図
6
．

マ
ラ
バ
ー

市
に

お
け
る

対
象
者

の
位
置

 

 

マ
ラ
バ

ー
市
は

ト
カ

ン
チ
ン

ス
河
と

イ
タ
カ

イ
ウ
ナ

ス
河
の

合
流
地

点
に
位

置
す

る
。
人

口
は

2
0
21

年
で

28
万

人
を

超
え

て
い

る
。
鉄

鋼
産

業
、
木

材
産

業
、
レ

ン
ガ
・
タ
イ

ル
製

造
、
農

牧
畜
業

が
盛
ん

で
あ
る
（
マ

ラ
バ
ー

商
工
会

議
所
,
 

2
0
2
2
）
。
近
年

で
は

都
市
部

か
ら
農

村
部
に

移
住
し

、
農
業

を
始
め

、
新

し
く

開
墾
を

す
る

人
が
多

く
み
ら

れ
て
お

り
、
そ

の
結

果
森

林
伐

採
が
増

加
し
て

い
る
。

 

  
 

8 
 ・

マ
ラ
バ

ー
市

の
様
子

 

 
 

マ
ラ

バ
ー

市
（

中
心
部

）
 

h
t
tp
s
:
//
g
1.

gl
o
b
o.
c
om

/p
a
/p

ar
a/

no
t
i
ci
a
/2

02
1
/
02
/
22

/a
u
m
en
t
o-

do
-
n
iv
e
l-

de
-
r
io
s-

d
ei
x
a
-

m
a
ra
b
a
-p
a
-e

m-
a
l
er
t
a-

pa
r
a-

al
ag

am
e
n
to
s
-e

-t
r
a
ns
b
or

da
m
e
nt
o
s.

gh
t
m
l
 

マ
ラ
バ

ー
市
（

農
村
部

）
 

h
tt
p
s:
/
/m
a
ra
b
a.
p
a.
g
ov
.
br
/
se
v
op
-
es
t
ra
d
as
-
vi
c
in
a
is
-
re
c
eb
e
m-
se

rv
i
co
s
-d
e
-

in
fr
a
es
t
ru
t
ur
a
-n
a
-z
o
na
-
ru
r
al
/
 

 （
５

）
ベ

レ
ン

市
 

 

図
7
．

マ
ラ
バ
ー

市
に

お
け
る

対
象
者

の
位
置

 

 

ベ
レ
ン

市
は
パ

ラ
ー

州
の
州

都
で
あ

り
、
人
口

は
2
02
1
年

で
1
50

万
人
を

超
え
る

。
商

業
等

の
栄
え

る
高

層
ビ
ル

が
林

立
す

る
大

都
市

で
あ
り

、
鉱

業
（
鉄

鉱
石
、
ボ

ー
キ

サ
イ
ト

、
銅

等
）
、
農

牧
畜
業
（

ア
ブ
ラ

ヤ
シ

、
大

豆
、
熱

帯
果
樹

等
）
、

港
湾

や
水

力
発

電
所

な
ど

の
大

規
模

イ
ン

フ
ラ

整
備

事
業

な
ど

で
活

況
を

呈
す

る
州

内
陸

部
の

前
進

基
地

と
し

て
も

機
能

し
て

い
る

（
在

ブ
ラ
ジ

ル
日
本

国
大
使

館
,
 2
0
1
4
）
。
ト

カ
ン

チ
ン
ス

河
（
ア

マ
ゾ
ン

河
支
流

）
支
流

の
グ
ア

ジ
ャ
ラ

ー
湾

と
グ

ア
マ

ー
河

に
沿
っ

て
お
り

、
カ
メ

タ
ー
市

と
同
様

に
島
嶼

部
も
存

在
し
、

ア
サ

イ
ー
な

ど
も
見

ら
れ
る

。
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9 
 ・

ベ
レ
ン

市
の

様
子
 

 
 

ベ
レ

ン
市

（
都
市

部
）
 

h
tt
ps
:/

/w
w
w.
ma
na

us
ju
ng
le

to
u
rs
.c
om

/p
t/
be
le

m-
d
o-
pa
ra

/ 

ベ
レ

ン
市

（
農
村

部
）
 

h
tt
p:
//

ag
e
nc
ia
be

le
m.
co
m.

br
/
No
ti
ci

a/
15
24
43

/p
e
qu
en
os

-a
gr
i
cu
l
to
re
s-

g
ar
a
nt
em
-a

-m
e
re
nd
a
-d
a
s-
es
co

la
s
-m
un
i
ci
p
ai
s
-d
e
-b
el
em
 

 
 

ベ
レ

ン
市

内
（

マ
ン
ゴ

ー
並
木

が
多
い

）
 

h
t
t
p
s
:
/
/
a
ma
z
o
n
i
a
r
e
al
.
c
o
m
.
b
r
/o
-
d
i
l
u
v
i
o
-
e
m-
b
e
l
e
m
/ 

ベ
レ

ン
市

（
島
嶼

部
）
 

h
tt
p
:/
/
se
cr
et

ar
i
at
.s
y
no
d
.v
a/
co

nt
e
nt
/s
i
no
d
oa
ma
zo

ni
c
o/
pt
/
no
t
ic
ia
s/

ih
a

s
-d
e
-b
el
em

--
p
a-
--
n
at
u
re
za
-p

re
s
er
va
d
a-
e
-v
id
a-

pa
ra
-o

s-
ri
be
ir

in
h
.h
tm
l  

 （
６

）
マ

ナ
ウ

ス
市
 

  
  

図
8
．

ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
マ

ナ
ウ

ス
市
に

お
け
る

対
象
者

の
位
置

  

10
 

 

 

ア
マ

ゾ
ナ

ス
州
は

ネ
グ
ロ

河
と
ア

マ
ゾ
ン

河
の
合

流
地
点

に
位
置

し
、
9
5
％

の
森
林

資
源
が

手
つ
か

ず
と
い

わ
れ
、
未

開

発
地

が
多
く

、
森

林
資
源

に
頼
ら

な
い
経

済
構
造

を
有
し

て
い
る

。
マ
ナ

ウ
ス
市

は
も
と

も
と
は

19
世
紀

～
20

世
紀

初
頭

に
ゴ

ム
景
気
（
天

然
ゴ
ム

の
生
産

）
で

発
展
し

た
町
で

あ
る
が

、
天

然
ゴ

ム
産
業

が
衰
退

し
た
後

、
待

ち
も
大

き
く
衰

退
し

た
。

そ
の
後

、
ブ
ラ

ジ
ル
政

府
は
内

陸
開
発

を
目
的

と
し
て

、
1
96
7
年

に
マ

ナ
ウ
ス

市
を
税

制
優
遇

地
域
（

フ
リ
ー

ゾ
ー

ン
）
と

し
、
国
内

外
か

ら
の
製

造
業
の

投
資
を

呼
び
込

み
を
図

っ
た
結

果
、
国

内
外

か
ら

5
00

社
以

上
の
企

業
が
当

地
に
進

出
し

た
。
人

口
2
00

万
人
を

超
え

、
多

く
の
雇

用
を
生

み
出
し

て
い
る

。
他

方
、
陸
の

孤
島
と

表
現
さ

れ
る
こ

と
も
多

く
、

他
地

域
と
の

陸
路
と

の
つ
な

が
り
は

な
く
、
水

運
が

多
く
利

用
さ
れ

る
。
乾

季
と
雨

季
で
水

位
が
大

き
く
異

な
り
、
マ

ナ
ウ

ス
市

の
港
は

最
大

1
6
m
の
差

で
上
下

す
る
浮

桟
橋
状

に
な
っ

て
い
る

。
観

光
業
に

お
い
て

は
、
エ

コ
ツ
ア

ー
に
よ

る
収
入

が
大

き
く
、
こ

の
た
め

森
林
保

全
意
識

が
強
く

、
森
林

を
保
全

す
る
こ

と
が
経

済
活
動

に
つ
な

が
る
と

い
う
意

識
が
あ

る
。

 

 ・
マ

ナ
ウ
ス

市
の
様

子
 

 
 

マ
ナ
ウ

ス
市
（

都
市
部

）
 

h
tt
p
s:
//
fo

ru
m
re
fo
r
ma
u
rb
a
na
.
or
g
.b
r
/2
02
1
/0
8
/2
3
/c
o
nt
e
xt
o-
d
as
-

o
cu
pa
co

es
-
na
-
ci
d
ad

e-
d
e-
m
an
a
us
/  

マ
ナ
ウ

ス
市
（

島
嶼
部

）
 

ht
tp

s:
/
/w
ww
.n

ot
i
ci
as
a
om
i
nu
to
.c

om
.
br
/b
r
as
i
l/
15
43

17
5
/m
ed
o
-d
o
-v
ir
us

-e
-

p
er
d
as
-d
a-

qu
a
re
nt
e
na
-
ac
ua
m-

ri
b
ei
ri
n
ho
s
-n
o-
am

az
o
na
s  

 
 

マ
ナ
ウ

ス
市
（

ジ
ャ
ン

グ
ル
ロ

ッ
ジ
）

 

h
tt
p
s:
//
at

st
u
r.
co
m
/j
p
/ 

マ
ナ

ウ
ス

市
（
ジ

ャ
ン
グ

ル
ロ
ッ

ジ
）
 

ht
tp

s:
/
/a
ts
tu

r.
c
om
/j
p
/ 
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マ
ナ
ウ

ス
市
（

ジ
ャ
ン

グ
ル
ロ

ッ
ジ
）

 

h
tt
p
s:
//
at

st
u
r.
co
m
/j
p
/ 

マ
ナ

ウ
ス

市
（
エ

コ
ツ
ア

ー
）
 

ht
tp

s:
/
/a
ts
tu

r.
c
om
/j
p
/ 

  2
.2
.
 
調

査
対

象
者

 

本
調

査
に

お
い
て

は
、
当

会
が

長
年
活

動
を
実

施
し
て

き
て
い

る
パ
ラ

州
北
東

部
（

ベ
レ
ン

市
、
ト
メ

ア
ス
市

、
カ

メ
タ

市
）
を

中
心

に
、
活

動
・
業

務
分
野

が
川
上

か
ら
川

下
ま
で

の
広
が

り
を
持

つ
よ
う

に
留
意

し
て
調

査
対
象

を
選
定

し
た
。

具
体

的
に
は

、
行

政
・
N
GO

等
の
森

林
（

ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー
含

む
）
に

関
わ

る
活
動

を
指
導
・
サ

ポ
ー

ト
す
る

方
々

や
森

林
活
動

を
直
接

的
に
実

施
し
て

い
る
農

家
、
林

産
物
を

原
料
と

す
る
加

工
業
者

、
及
び

、
森
林

等
自
然

資
源
を

利
活
用

し
て

い
る
観

光
業
者

を
対
象

と
し
た

。
 

✔
上

記
1
.3
 
②
の

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

に
つ
い

て
は
、

以
下
の

対
象
者

計
10

名
に

対
し

て
行

っ
た
。

 

・
行
政

2
名
（

パ
ラ
ー

州
農
業

水
産
開

発
局
 

小
長
野

氏
（

ト
メ

ア
ス
ー

市
）
、
同
州

森
林
開

発
・
生

物
多
様

性
研
究

所
 

ケ
イ
ラ

ー
氏
（

マ
ラ
バ

ー
市
）
）
 

・
N
GO

団
体

2
名
（
ア

マ
ゾ
ン

森
林
友

の
会
 

佐
藤
氏
（

ベ
レ
ン

市
）、

ペ
ア
ビ

ル
研
究

所
 
ジ

ョ
ア
ン

氏
（

ベ
レ

ン
市
）
）
 

・
ア

グ
ロ

フ
ォ
レ

ス
ト
リ

ー
農
家

2
名
（

坂
口
氏

（
ト
メ

ア
ス
ー

市
）
、
ビ

ゾ
ー
ホ
氏

（
カ
メ

タ
ー
市

））
 

・
シ

ー
ド

オ
イ
ル

生
産
農

家
1
名

（
プ
リ

モ
ッ
チ

氏
（
カ

メ
タ
ー

市
））

 

・
シ

ー
ド

オ
イ
ル

加
工
業

者
1
名

（
ト
メ

ア
ス
ー

農
協
 

角
田
氏

（
ト
メ

ア
ス
ー

市
））

 

・
家

具
職

人
1
名

（
エ

ウ
ソ
ン
氏

（
ト
メ

ア
ス
ー

市
）
 

・
観

光
業

者
1
名

（
ア

マ
ゾ
ン
ト

ラ
ベ
ル

サ
ー
ビ

ス
 
島

氏
（
マ

ナ
ウ
ス

市
））

 

  2
.3
.
 
調

査
日

程
 

  

調
査

内
容

 
日

に
ち

 

①
 
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

調
査
の

準
備
、

ア
ポ
取

り
 

2
02
1
年

12
月

7
日
～
1
2
日

 

②
 
コ
ロ

ナ
状
況
等

の
資
料

取
集
・

整
理
 

2
02
2
年

1
月

3
日
～

11
日
 

③
 
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

調
査
実

施
 

 

対
象

者
1
 
小
長

野
氏
 

1
2
月

7
日
 

対
象

者
2
  
佐
藤

氏
 

1
2
月

8
日
 

対
象

者
3
  
ケ
イ

ラ
ー
氏

 
1
2
月

1
0
日
 

12
 

 

対
象

者
4
  
エ
ウ

ソ
ン
氏

 
1
2
月

1
5
日
 

対
象

者
5
 
坂
口

氏
 

1
2
月

1
6
日
 

対
象

者
6
 
角
田

氏
 

1
2
月

1
7
日
 

対
象

者
7
 
島
氏

 
1
2
月

2
0
日
 

対
象

者
8
 
ビ
ゾ

ー
ホ
氏

 
1
2
月

2
1
日
 

対
象

者
9
 
プ
リ

モ
ッ
チ

氏
 

1
2
月

2
2
日
 

対
象

者
1
0
 
ジ

ョ
ア

ン
氏
 

1
月

6
日
 

④
進
捗

報
告
 

1
2
月

1
7
日
、
1
月

1
6
日
 

⑤
報
告

書
取
り

ま
と
め

・
提
出

 
1
月

7
日

～
3
1
日
 

  3
.
 

調
査

結
果

 

3
.1
.
 
ブ

ラ
ジ

ル
に

お
け
る

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
の
感

染
状
況

の
推
移

と
社
会

的
な
対

応
 

（
１

）
コ
ロ

ナ
ウ
ィ

ル
ス
の

感
染
状

況
の
推

移
 

ブ
ラ

ジ
ル

に
お
い

て
は
最

初
の
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ

ル
ス
感

染
者
確

認
が
発

表
さ
れ

た
の
が

2
02
0
年

2
月

2
6
日
の

カ
ー

ニ
バ

ル
の
最

中
で
あ

っ
た
。
直

近
で
イ

タ
リ
ア
・
ロ
ン
バ

ル
デ
ィ

ア
州
に

滞
在
歴

の
あ
る

人
で
あ

っ
た
。
そ

の
後
、
3
月
に

入
り

ブ
ラ
ジ

ル
国
内

各
地
で

感
染
者

が
確
認

さ
れ
始

め
、
3
週

間
の
間
に

加
速
度

的
に
感

染
確
認

者
数
が

増
加
し

た
。
潜

伏

期
間

を
考

慮
す

る
と

カ
ー

ニ
バ

ル
前

の
時

期
か

ら
感

染
が

拡
が

り
始

め
て

い
た

と
考

え
る

の
が

妥
当

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。 

急
激

な
感

染
拡
大

を
受
け

て
、
ブ

ラ
ジ
ル

各
地
で

厳
し
い

移
動
・
行

動
制

限
が
課

さ
れ
る

よ
う
に

な
り
、
パ

ラ
州

に
お
い

て
も

ベ
レ
ン

市
周
辺

を
対
象

に
3
月

下
旬

か
ら
ロ

ッ
ク
ダ

ウ
ン
と

な
り
、

不
急
不

要
の
活

動
は
停

止
、
市

内
移
動

に
つ
い

て
も

必
要
な

行
動
（

生
活
必

需
品
の

買
物
、
等

）
に
限

定
さ

れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
ま

た
、
各

地
で

病
院
の

受
入
れ

能
力
を

超
え

る
入
院

者
数
と

な
り
、
政

府
に
よ

る
野
外

病
院
が

設
営
さ

れ
て
急

激
な
患

者
増
に

対
応
す

る
事
態

と
な
っ

た
。
な

お
、

こ
の

野
外
病

院
の
機

材
・
設

営
な
ど

を
め
ぐ

り
、
汚

職
事
件

が
取
り

沙
汰
さ

れ
た
ケ

ー
ス
も

散
見
さ

れ
た
。
ブ

ラ
ジ

ル
全
国

で
は

6
月

頃
ま

で
は

感
染
者

確
認
者

数
が
高

止
ま
り

す
る
状

態
が
継

続
し
、

そ
の
後

、
感
染

確
認
が

早
か
っ

た
地
域

で
は

減
少

傾
向
に

な
る
一

方
で
、
他

の
地

域
へ
の

拡
が
り

が
見
ら

れ
る
等

、
全
国

的
に
は

高
止
ま

り
し
た

状
態
が

継
続
し

た
。
こ

の
間

、
ボ

ル
ソ

ナ
ロ

大
統

領
は

新
型

コ
ロ

ナ
は

単
な

る
風

邪
だ

と
科

学
的

見
解

を
軽

視
す

る
言

動
を

繰
り

返
し

、
保

健
大

臣
が

短
期
間

で
2
回

入
れ
替

わ
る
等

の
政
治

的
混
乱

も
生
じ

た
。
そ
の

後
、
7
月
下

旬
を

ピ
ー
ク
（
1
日
の

感
染
者

数
7
万

人
弱

、
7
日

間
平

均
4
.7

万
人

程
度

）
と
し

て
全
国

的
に
減

少
傾
向

と
な
り

、
1
1
月
初

旬
に
は

1
日

の
感

染
者
数
が

1
万

人
程

度
（

7
日
間

平
均
で

1
.
7
万

人
程

度
）
ま
で

減
少
し

た
。
8
月

頃
か
ら
各

地
に
お

け
る
移

動
・
行

動
制
限

を
、
感

染
予

防
対

策
を
実

施
す
る

こ
と
を

条
件
に

、
次
第

に
緩
和

し
て
い

く
動
き

が
拡
大

し
、
1
1
月
頃

に
は
人

通
り
も

多
く
な

り
、
マ

ス
ク

着
用

な
ど

の
基

本
感

染
予

防
対

策
は

取
ら

れ
な

が
ら

も
日

常
生

活
に

お
け

る
行

動
制

限
は

ほ
と

ん
ど

な
く

な
っ

た
と

言
っ

て
も
過

言
で
は

な
い
状

況
と
な

っ
た
。

 

2
0
2
0
年

末
に
は
世

界
各
地

で
変
異

株
（
デ

ル
タ
株

等
）
が

確
認
さ

れ
る
よ

う
に
な

り
、
ブ

ラ
ジ
ル

に
お
い

て
も
、

年
末

（
ク

リ
ス

マ
ス

休
暇

等
）

に
か

け
て

の
人

の
移

動
と

重
な

る
よ

う
に

感
染

者
数

が
増

加
し

て
い

く
こ

と
と

な
っ

た
。

さ
ら

に
、

2
0
2
1
年

1
月

に
は
マ

ナ
ウ
ス

市
か
ら

日
本
に

入
国
し

た
人
か

ら
変
異

株
（

ガ
ン

マ
株
）

が
確
認

さ
れ
る

と
い
う

事
例

も
発

生
し
た

。
こ

の
頃
、
マ
ナ

ウ
ス
市

に
お
い

て
は
、
ガ

ン
マ
株

が
猛
威

を
振
る

う
状
況

と
な
り

、
酸

素
吸
入

が
必
要

と
な

る
重

症
者
数

が
急
激

に
増
加

し
、
酸

素
ボ
ン

ベ
が
不

足
す
る

深
刻
な

事
態
に

な
っ
た

。
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①
 
ブ
ラ

ジ
ル
全

国
の
感

染
者
数

推
移
 

  

図
9
．
ブ

ラ
ジ
ル
に

お
け
る

1
日

の
新
規

感
染
者

数
（
2
02
2
年

1
月

2
8
日

時
点

）
 

出
典
:
G
o
o
g
le

検
索

 
2
02
1
年

1
月

2
9
日
 

（
h
t
t
ps
:
/
/
ww
w
.
go
o
g
l
e
.c
o
m/

se
a
r
ch

?q
=
%E
3
%
83

%9
6
%E
3
%
83

%A
9
%
E3
%
8
2
%B
8
%
E
3
%8
3
%A
B
+
%
E
3%
8
2%

B3
%
E
3%

83
%
AD
%
E
3

%
8
3
%
8
A
）
  

 
 

 
 

 
 

図
1
0
．
ブ

ラ
ジ

ル
に

お
け
る

累
計
感

染
者
数

（
2
02
2
年

1
月

2
8
日
時
点

）
 

出
典
：
W
o
r
l
d
me
t
e
r
 (
h
t
tp

s:
/
/
ww

w.
w
o
rl
d
om

et
e
r
s.

in
f
o/
c
o
ro

na
v
ir
u
s
/
c
ou
n
t
r
y/
b
r
az
i
l
/
)
 

 
②

 
ブ
ラ

ジ
ル
全

国
の
死

亡
者
数

 

ブ
ラ
ジ

ル
で
は

20
22

年
1
月

28
日

時
点

で
、
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
累
計

感
染

確
認
者

数
は

25
,0

40
,1

61
人

で
あ

る
（
図

11
）
。

上
述
の

通
り
、

20
20

年
5
月

頃
よ

り
感

染
者
数

が
急
激

に
増
加

し
始

め
、

11
月

頃
に
は

上
昇

曲
線
が

一
度
緩

や
か

に
な

る
が

、
そ
の

後
、
元

の
カ
ー

ブ
と

同
等
に

な
っ
て

い
る
。

20
21

年
8
月

頃
か
ら

増
加
速

度
が
急

激
に
緩

や
か

に
な
っ

14
 

 て
い

る
が

、
20

22
年

1
月

か
ら

、
新

し
い
変

異
種
（

オ
ミ
ク

ロ
ン
株

）
の
流

行
に
よ

り
、

再
度
増

加
傾
向

に
あ
る

。
 

 
図

1
1
．

ブ
ラ
ジ
ル

に
お
け

る
1
日

の
死
亡

者
数
（

2
02
2
年

1
月

2
8
日

時
点
）

 

出
典

:
Go
o
g
le

検
索
 

2
0
2
1
年

1
月

2
9
日
 

（
h
t
t
ps
:
/
/
ww
w
.
go
o
g
l
e
.c
o
m/

se
a
r
ch

?q
=
%E
3
%
83

%9
6
%E
3
%
83

%A
9
%
E3
%
8
2
%B
8
%
E
3
%8
3
%A
B
+
%
E
3%
8
2%

B3
%
E
3%

8
3
%
A
D
%E
3
%
83
%
8
A
）

 

 
 

 
 

 
 

図
1
2
．
ブ

ラ
ジ
ル

に
お
け

る
累
計

死
者
数

（
2
02
2
年

1
月

2
8
日
時
点

）
 

出
典

：
W
or

ld
m
et
e
r
 
(
ht
t
ps
:
/
/
w
ww
.
w
o
rl
d
o
me

te
r
s
.i
n
fo

/c
o
r
on

av
i
ru
s
/
co

un
t
ry
/
b
r
a
zi
l
/
)
 

 
死

者
数

は
20

22
年

1
月

28
日

時
点

で
、

62
5,

94
8
人

で
あ

る
（
図

12
）
。

20
20

年
5
月
頃

か
ら
急

激
に
増

加
し

て
い

る
が
、
ワ

ク
チ

ン
接
種

や
政
府

に
よ
る

規
制
が

進
ん

だ
結
果

、
20

21
年

8
月

頃
か
ら

増
加
が

緩
や

か

に
な

っ
て

い
る

。
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③

 
世
界

保
健
機

関
（

W
H

O
）

の
デ

ー
タ

 

 
図

1
3
．
ブ

ラ
ジ

ル
に

お
け
る

累
計
感

染
者
数
（

上
段

）
と
死

者
数
（

下
段
）（

2
02
2
年

1
月

2
8
日
時
点

）
 

出
典
：
世
界

保
健
機

関
 
(h
t
tp

s:
/
/
co

vi
d
19
.
w
h
o
.i
n
t/
r
e
g
i
on
/
a
m
ro
/
c
ou

nt
r
y
/b
r
)
 

 
世

界
保

健
機
関

（
20

22
）

は
、
感

染
者
数

が
20

22
年

1
月

28
日
時

点
で

24
,5

35
,8

84
人
、

死
者
数

は
62

4,
41

3
人

で
あ

る
と

報
告
し

て
い

る
（

図
12

）
。
図

11
、
図

13
と

同
様
に

20
20

年
5
月

頃
か
ら

感
染
者

数
・
死

亡
者

数
が
増

加
し
、

20
21

年
8
月

頃
か

ら
緩

和
し

始
め
て

い
る
。

 
 ④

 
ブ
ラ

ジ
ル
保

健
省
の

デ
ー
タ

 

 
 

 
 

 
図

1
4
．
ブ

ラ
ジ

ル
に

お
け
る

感
染
者

数
（
2
0
2
2
年

1
月

25
日

時
点
）
 

出
典

：
ブ

ラ
ジ
ル

保
健
省

（
h
tt
p
s
:
/
/c
o
vi

d.
s
a
ud
e
.g

ov
.
b
r/

）
 

16
 

  
ブ

ラ
ジ

ル
保

健
省

（
20

22
）

は
、

ブ
ラ

ジ
ル

で
は

20
22

年
1

月
25

日
時

点
で

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

者
数

は

24
,3

11
,3

17
人

で
あ
る

と
報

告
し
て

い
る
（

図
14

）
。

20
20

年
1
月
か

ら
増
加

し
続
け

て
お
り

、
8
月

頃
か
ら

緩
和

し
始

め
て

い
る

が
、

オ
ミ
ク

ロ
ン
株

の
流
行

に
よ
り

12
月

頃
か
ら

急
増

し
て
い

る
。

 

 
 

 
 
 

 
図

1
5
．
ブ

ラ
ジ
ル

に
お
け

る
累
計

死
者
数

（
2
02
2
年

1
月

2
5
日
時
点

）
 

出
典

：
ブ

ラ
ジ
ル

保
健
省

（
h
tt
p
s
:
/
/c
o
vi

d.
s
a
ud
e
.g

ov
.
b
r/

）。
 

 
ブ

ラ
ジ

ル
保
健

省
は

、
ブ
ラ

ジ
ル
で

は
20

22
年

1
月

25
日

時
点

で
、

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染

に
よ
る

累
計
死

者
数
は

62
3,

84
3
人

で
あ

る
と
報

告
し

て
い
る

（
図

15
）
。

20
21

年
1
月

か
ら

増
加
し

続
け
て

お
り
、

8
月
頃

か
ら

増
加
速

度
が

緩
和

し
始

め
て

い
る
。

 

 
図

1
6
．
ブ

ラ
ジ
ル

国
内
の

各
州
に

お
け
る

感
染
者

数
（
2
0
2
0
年

2
月

～
1
1
月
）
 

出
典

：
ブ

ラ
ジ
ル

保
健
省

（
h
tt
p
s
:
/
/c
o
vi

d.
s
a
ud
e
.g

ov
.
b
r/

）
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図

1
7
．
ブ

ラ
ジ
ル

北
部
地

域
の
各

州
に
お

け
る
感

染
者
数

（
2
02
0
年

2
月

～
1
1
月

）
 

出
典

：
ブ

ラ
ジ
ル

保
健
省

（
h
tt
p
s
:
/
/c
o
vi

d.
s
a
ud
e
.g

ov
.
b
r/

）
 

 
ブ

ラ
ジ

ル
保
健

省
の

サ
イ
ト

で
は
州

別
の
数

値
は

20
20

年
2
月
～

11
月
の

デ
ー

タ
し
か

閲
覧
す

る
こ
と

が
で

き
な
い

状
況

で
あ

る
。

サ
ン
パ

ウ
ロ
州

で
感
染

者
数
が

1,
11

7,
79

5
人
（

20
21

年
11

月
7
日

の
時
点

）
と

最
も
多

い
と
報

告
し

て
い

る
（
図

16
）
。
サ

ン
パ
ウ

ロ
州
と

他
州
と

の
差
が

大
き
く

あ
り

、
パ

ラ
ー
州

は
25

3,
22

9
人

で
ブ
ラ

ジ
ル
全

体
で
は

8
番

目
に
感

染
者

数
が
多

く
、
北

部
地
域

で
は
最

も
感
染

者
数
が

多
い
州

と
な

っ
て
い

る
（
図

17
）
。

 
 

⑤
 
ア
マ

ゾ
ナ
ス

州
（
マ

ナ
ウ
ス

市
所
在

州
）
に

お
け
る

感
染
者

数
推
移

 

 
図

1
8
．

ア
マ
ゾ

ナ
ス
州

に
お
け

る
1
日
当
た

り
新
規

感
染
者

数
（
2
0
20

年
5
月

2
1
日
～

2
0
22

年
1
月

28
日
）
 

出
典

:
Go
o
g
le

検
索
 

2
0
2
1
年

1
月

2
9
日

（
h
t
t
ps
:
/
/
ww
w
.
go
o
g
l
e
.c
o
m/

se
a
r
ch

?q
=
%E
3
%
83

%9
6
%E
3
%
83

%A
9
%
E3
%
8
2
%B
8
%
E
3
%8
3
%A
B
+
%
E
3%
8
2%

B3
%
E
3%

8
3
%
A
D
%E
3
%
83
%
8
A
）
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ア

マ
ゾ

ナ
ス
州

で
は

20
21

年
1
月
に

ガ
ン

マ
株
が

急
激
に

広
が
り

、
酸

素
ボ
ン

ベ
が
不

足
す
る

事
態
と

な
っ

た
が

、
図

19
で

示
さ

れ
る

20
22

年
1
月

～
2
月
の

ピ
ー
ク

が
そ
れ

に
相
当

す
る
。

 
 

⑥
 
パ
ラ

州
に
お

け
る
感

染
者
数

推
移

 

 
図

1
9
.
 

パ
ラ
ー

州
に
お

け
る
感

染
者

数
と
死

者
数
（

2
0
22

年
1
月

29
日
時

点
）
 

出
典

：
パ

ラ
ー
州

公
共
保

健
局
（

h
t
t
ps
:
//

ww
w
.
co
v
id

-1
9
.
pa

.g
o
v.
b
r
/#

/
）
 

 
20

22
年

1
月

29
日
時

点
で

、
パ
ラ

ー
州
に

お
け
る

感
染
者

数
は

64
7,

62
8
人

、
死

者
数
は

17
,3

40
人
で

あ
る

（
図

19
）
。

ベ
レ
ン

市
で
は

感
染
者

数
は

11
0,

31
6
人

、
死

者
数
は

5,
16

7
人
で

あ
る
。

 
 （（

２２
））

ブブ
ララ

ジジ
ルル

全全
体体
にに

おお
けけ

るる
感感

染染
予予

防防
対対

策策
にに

よよ
るる

各各
種種
制制

限限
とと

社社
会会

的的
対対

応応
  

20
20

年
2
月

26
日
に

、
ブ

ラ
ジ
ル

初
め
て

の
感

染
者
が

サ
ン
パ

ウ
ロ
州

に
お
い

て
確
認

さ
れ
た

が
、
当

時
、
ブ

ラ
ジ

ル
へ

の
入

国
制

限
は
な

か
っ
た

。
3
月

15
日

に
、
ブ

ラ
ジ

ル
保
健

省
は
全

て
の
伝

染
フ
ェ

ー
ズ
に

あ
る
各

州
・
各

市
に
対

す
る

共
通

の
一

般
的
推

奨
と
し

て
、
疑

い
症

例
者
の

14
日

間
隔

離
、
現
状

や
定
義

の
幅
広

い
通
知

、
手

洗
い
場

所
の

開
放

等
を

決
定

し
た
。

3
月

26
日
に

、
ブ

ラ
ジ

ル
政

府
は
水

運
に
よ

る
ブ
ラ

ジ
ル
領

土
内
の

港
及
び

そ
の
他

の
地
点

に
お

け
る

外
国

人
の

上
陸

を
、
国

籍
を

問
わ
ず

、
30

日
間

制
限
す

る
措
置

を
発

表
し
た

。
3
月

30
日

に
は

、
全

世
界
か

ら
の
入

国
禁

止
措

置
を

発
効

し
た
。

 
20

20
年

3
月

末
頃

か
ら
サ

ン
パ
ウ

ロ
州
よ

り
も
医

療
体
制

が
脆
弱

な
都
市

で
は
、
外

出
を

規
制
し

違
反
者

に
は

罰
金
を

科
す

と
い

っ
た

ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン

も
始

ま
っ

て
い

た
。

ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン

を
行

っ
た

の
は

、
ブ

ラ
ジ

ル
北

部
お

よ
び

北
東

部
の

ベ
レ

ン
市

、
フ
ォ

ル
タ
レ

ー
ザ
市

、
サ
ン

ル
イ
ス

市
、
サ

ル
バ
ド

ー
ル
市

な
ど
で

あ
る
。
リ

オ
デ

ジ
ャ
ネ

イ
ロ
州

も
、
感

染

拡
大

防
止

措
置

を
逐
次

延
長
し

、
一
部

で
は
ロ

ッ
ク
ダ

ウ
ン
を

実
施

し
て
い

た
。

20
21

年
3
月

6
日

か
ら
、
サ
ン

パ
ウ
ロ

州
は

2
週

間
の
間

ロ
ッ

ク
ダ
ウ

ン
に
入

り
（
日

本
経
済

新
聞

, 2
02

1）
、

州
の

緊
急
事

態
を
示

す
「
フ

ァ
ゼ
・

ベ
ル
メ

リ
ャ

（
フ

ェ
ー

ズ
・
レ

ッ
ド
）
」
と

し
て

、
食

品
ス
ー

パ
ー
や

薬
局
な

ど
一
部

の
業
種

を
の
ぞ

き
、
商

店
の

営
業
を

禁
じ
た

。
全

171
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 国
各

地
で
同

様
の
措

置
が
と

ら
れ
て

お
り
、

飲
食
店

の
営
業

は
大
幅

に
制
限

さ
れ
た

。
 

20
20

年
10

月
14

日
に
、
ブ

ラ
ジ
ル

政
府
は

、
ブ

ラ
ジ

ル
へ
の

外
国
人

の
入
国

を
国
籍

に
関
わ

ら
ず
制

限
す
る

措
置
を

一
部

要
件
を

変
更
し

つ
つ
（

外
国

人
の
パ

ラ
グ
ア

イ
か
ら

ブ
ラ
ジ

ル
へ
の

陸
路
に

よ
る
入

国
が
可

能
）、

30
日

間
延
長

す
る

旨
発

表
し
た
（

在
ブ
ラ

ジ
ル
日

本
国
大

使
館

, 2
02

0）
。
ま

た
、

20
20

年
12

月
17

日
に

は
、
国

籍
に

関
わ
ら

ず
、
ブ

ラ
ジ

ル
へ

の
渡
航

に
際
し

て
、
搭
乗

便
に
お

け
る
陰

性
証
明

書
及
び

旅
行
者

健
康
状

態
申
告

書
の
提

示
義
務

が
設
け

ら
れ
た
（

政

令
第

63
0
号
）
。
さ

ら
に
、

12
月

23
日

に
は
（

デ
ル

タ
株
の

流
行
地

域
で
あ

る
）
英

国
か
ら

の
ブ
ラ

ジ
ル
到

着
便
搭

乗
者

に
対

し
て

14
日
間

の
自
主

隔
離
制

限
を
設

け
る
等

の
措
置
（

政
令
第

64
8
号

）
を

発
表

。
20

21
年

1
月

26
日
に

は
、
ブ

ラ
ジ

ル
へ
の

外
国
人

の
入
国

を
国
籍

に
関
わ

ら
ず
制

限
す
る

措
置
を

延
長
す

る
旨
（

政
令
第

65
2
号

）
発

表
し
、

こ
れ
ま

で
の

制
限
等

に
加
え

、（
1）

南
ア

フ
リ

カ
か
ら

の
便
及

び
渡
航

者
に
関

す
る
制

限
が
追

加
さ
れ

、
ま

た
、（

2）
ブ
ラ

ジ
ル
入

国
を

伴
わ
な

い
国
際

ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト

に
お
い

て
も
、

PC
R

検
査

陰
性

証
明
書

及
び
旅

行
者
健

康
状
態

申
告
書

の
提
示

が
義

務
づ

け
ら
れ

た
。

20
21

年
11

月
27

日
に

は
、

南
ア
フ

リ
カ
共

和
国
な

ど
か
ら

の
外
国

人
渡
航

者
の
入

国
を
停

止
し
た

（
日

本
貿
易

振
興
機

構
, 2

02
1）

。
搭

乗
前

14
日

以
内
に

南
ア
、
ボ

ツ
ワ
ナ

、
エ

ス
ワ
テ

ィ
ニ
、
レ

ソ
ト
、
ナ
ミ

ビ
ア
、
ジ

ン
バ

ブ
エ
を

出
発
ま

た
は
経

由
し
た

外
国
人

渡
航
者

に
対
し

、
11

月
29

日
か

ら
ブ

ラ
ジ
ル

行
き
の

国
際
便

へ
の
搭

乗
許

可
を

一
時
的

に
停
止

し
た
。
ま
た

、
過

去
14

日
以

内
に
同

6
カ

国
を

出
発
ま

た
は

経
由

し
て

ブ
ラ
ジ

ル
へ
向

か
う
国

際
便

も
同

日
か
ら

一
時
的

に
乗
り

入
れ
を

停
止
し

て
い
る

。
20

22
年

1
月

現
在
で

は
、
ブ

ラ
ジ
ル

国
内
で

は
移
動

制
限
は

な
い

が
、

飛
行
機

搭
乗
時

に
は
ワ

ク
チ
ン

接
種
証

明
書
を

提
示
す

る
必
要

が
あ
る

。
 

ま
た

、
政

府
は
緊

急
経
済

対
策
と

し
て
、

一
定
の

所
得
レ

ベ
ル
ま

で
の
人

に
対
し

て
60

0
レ

ア
ル

/月
（

約
12

,0
00

円
/

月
）
の

補
助

金
を
支

給
す
る

こ
と
を

決
定
し

、
20

20
年

12
月
ま

で
継
続

し
た
。
そ

の
後

、
2 0

21
年
に

は
規
模

を
縮
小

し

て
継

続
支
給

し
て
い

る
。

 
 （ （

３３
））

パパ
ララ

ーー
州州

にに
おお

けけ
るる

制制
限限

感感
染染

予予
防防

対対
策策

にに
よよ

るる
各各

種種
とと

社社
会会

的的
対対

応応
  

20
20

年
3
月

16
日

に
州

知
事
が

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
の
対

処
措
置

に
関
す

る
法
令

に
署
名

し
、

50
0
人

以
上

の
官

民
イ

ベ
ン

ト
や
会

議
の
制

限
等
を

発
表
し

た
（

A
ge

nc
ia

pa
ra
（

パ
ラ

州
広
報

）
, 2

02
0）

。
3
月

20
日
に

は
非
常

事
態
宣

言
を

行
い

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
関

す
る

追
加

措
置

と
し

て
、

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

や
飲

食
店

を
休

業
さ

せ
る

旨
発

表
し

た
（

在
ブ

ラ
ジ

ル
日

本
国

大
使

館
, 

20
20

）
。

ま
た

、
集

団
ま

た
は

船
舶

の
乗

客
の

州
間

移
動

を
禁

止
し

た

（
A

ge
nc

ia
pa

ra
, 2

02
0）

。
5
月

7
日

か
ら

23
日

ま
で

ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン

と
な
り

、
社

会
上

必
要
不

可
欠
と

認
め
ら

れ
な
い

外
出

や
活
動

を
禁
止

し
た
（

ス
ー
パ

ー
や
銀

行
、
薬

局
は
通

常
通
り

営
業
し

た
）。

 
20

21
年

1
月

14
日

に
は

ア
マ
ゾ

ナ
ス
州

に
お
け

る
デ
ル

タ
株
の

蔓
延
に

伴
い
パ

ラ
ー

州
と
ア

マ
ゾ
ナ

ス
州
間

の
旅
客

船
の

移
動
を

禁
止
し

た
（

A
ge

nc
ia

pa
ra

, 2
02

0）
。

20
21

年
の
年

明
け
以

降
、
そ
れ

ま
で
減

少
傾
向

に
あ
っ

た
新
規

感
染

者
数

が
再
び

増
加
に

転
じ
て

高
止
ま

り
し
て

い
た
と

こ
ろ
（
図

21
参

照
）
、

3
月

10
日

に
は

21
時

か
ら

5
時

ま
で

の
人
々

の
移

動
を
制

限
し
、

こ
の
日

か
ら

7
日

間
映

画
館
な

ど
の
運

営
禁
止

、
シ
ョ

ッ
ピ
ン

グ
セ
ン

タ
ー
等

の
営
業

時
間
短

縮
な

ど
の

措
置
が

取
ら
れ

た
。
さ

ら
に
、

新
規
感

染
者
数

が
一
段

高
と
な

る
中
、

3
月

15
日

か
ら

22
日

ま
で

、
ベ

レ
ン

大
都

市
圏

の
5
つ

の
市
（

ベ
レ

ン
市
、
ア

ナ
ニ

ン
デ
ウ

ア
市
、
マ
リ

ト
ゥ
ー

バ
市
、
サ
ン

タ
イ
ザ

バ
ル
ド

パ
ラ
ー

市
、
ベ

ネ
ヴ

ィ

デ
ス

市
）
が

ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン

に
入
り

、
対

策
（

マ
ス
ク

着
用
の

徹
底
、
人

の
移
動

の
制
限

、
ス
ー

パ
ー
マ

ー
ケ
ッ

ト
や
薬

局

な
ど

、
不

可
欠
と

考
え
ら

れ
る
サ

ー
ビ
ス

の
み
の

運
営
）
が
講

じ
ら
れ

、
文

民
警
察

の
チ
ー

ム
は
、
ス

ー
パ
ー

や
銀
行

で
の

マ
ス

ク
の
着

用
、
ソ
ー

シ
ャ
ル

デ
ィ
ス

タ
ン
ス

、
各
種

施
設
収

容
許
容

量
の

50
%
ま
で

の
収
容

な
ど
の

状
況
を

監
視
し

た
。

12
月

3
日

に
は
、

州
内
の

ワ
ク
チ

ン
接
種

者
を
増

や
す
た

め
に
、

商
業
施

設
へ
入

る
場
合

、
ま
た

、
イ
ベ

ン
ト
や

会
議
に

参
加

す
る
場

合
は
ワ

ク
チ
ン

接
種
パ

ス
ポ
ー

ト
の
提

示
が
必

須
で
あ

る
旨
を

公
表
し

た
。
さ
ら

に
、
事

業
者
に

対
し
て

は
、

20
 

 従
業

員
が

ワ
ク

チ
ン

接
種

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

に
は

、
こ

れ
を

正
当

な
理

由
と

し
て

解
雇

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

措
置

も
盛

り
込

ん
だ
。

こ
の
法

令
に
従

わ
な
い

人
に
は

罰
金
が

科
せ
ら

れ
る

可
能
性

が
あ
る

。
 

 

図
2
0
．

パ
ラ
州

に
お
け

る
1
日

当
た

り
新
規
感

染
者
数

（
2
02
0
年

5
月

21
日
～

20
2
2
年

1
月

28
日
）
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2
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年
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h
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 （（
４４

））
アア

ママ
ゾゾ

ナナ
スス

州州
にに

おお
けけ

るる
感感

染染
予予

防防
対対

策策
にに

よよ
るる

各各
種種

制制
限限

とと
社社

会会
的的

対対
応応

  

2
0
2
0
年

4
月

1
日

か
ら

1
5
日

ま
で

、
同
州

職
員
の

イ
ベ
ン

ト
参

加
停
止

、
居
住

地
外
（

国
、
州

、
市
問

わ
ず
）

へ
の

出
張

停
止

、
イ

ベ
ン
ト

、
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
、
飲

食
店
、

ジ
ム
等

の
停
止

措
置

が
ア
マ

ゾ
ナ
ス

州
政
府

に
よ
り

出
さ
れ

た

（
在

マ
ナ

ウ
ス

日
本
国

総
領
事

館
,
 2

02
0
）
。
2
02

0
年

1
2
月

23
日

に
は

、
ロ

ッ
ク
ダ

ウ
ン
は

発
令
せ

ず
（
4
月
下

旬
、
5

月
上

旬
の

パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
の
ピ

ー
ク
時

同
様
に

）
、

ス
ー
パ

ー
や
薬

局
な
ど

は
通
常

通
り
営

業
し
、

都
市

間
輸
送

サ
ー
ビ

ス
は

継
続

す
る

が
、
バ

ー
や
レ

ス
ト
ラ

ン
が

1
2
月

26
日
か

ら
1
月

1
0
日

ま
で
営

業
を
停

止
し
、

イ
ベ
ン

ト
の

開
催
が

禁
止

と
な

る
等

の
旨
を

発
表
し

た
（
ア

マ
ゾ
ナ

ス
州
政

府
,
 2
0
2
0
）。

2
02
0
年

12
月

31
日

の
時
点
で

、
ア
マ

ゾ
ナ
ス

州

で
は

累
計

感
染

者
数
が

2
0
1,

01
3
人

で
、
累
計

死
者
数

は
5
,2
8
5
人
に

達
し

て
い
た

（
G
lo

bo
.
co
m
,
 
2
02
0
）。

2
0
2
1
年

1

月
、

ア
マ

ゾ
ナ

ス
州
は

前
年
の

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
の
第

一
波
と

比
較
す

る
こ

と
の
な

い
レ
ベ

ル
の
病

院
の
医

療
崩
壊

を
経

験
し

た
（

U
ol
.
c
o
m,
 
2
0
2
2）
。
そ

の
原
因

と
な
っ

た
の
は

、
ガ
ン

マ
株

で
あ
り

、
そ
れ

ま
で
循

環
し
て

い
た
他

の
株
よ

り

も
伝

染
性

と
病

原
性
が

高
か
っ

た
。
 
そ
こ

か
ら
、

こ
の
変

異
体
は

全
国
に

広
が
り

、
2
02
1
年

1
月

か
ら

5
月
に

か
け

て
、

2
8
万

人
が
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
で
死

亡
し
た

。
2
02
1
年

8
月

1
8
日

に
、
ア

マ
ゾ

ナ
ス
州

保
健
当

局
は
、

同
州
に

お
け

る
初

め
て

の
デ

ル
タ
株

感
染
事

例
を
公

表
し
、

2
0
日
に

は
、
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
へ

の
対

応
に
関

す
る
経

済
活
動

制
限

措
置

の
延

長
を

発
表
し

た
。
ソ

ー
シ
ャ

ル
・
イ

ベ
ン
ト

は
収
容

可
能
人

数
2
00

人
ま

で
で
、

朝
3
時

ま
で
と

し
、
ホ

テ
ル

で
の

宿
泊

客
は

、
抗
原

検
査
又

は
P
CR

検
査
結

果
の
提

示
が
必

要
と
な

っ
た
。

飲
食

店
や
市

場
で
は

短
縮
営

業
と
な

り
、

客
は

入
店

す
る

際
、
ワ

ク
チ
ン

接
種
証

明
書
の

提
示
が

必
要
と

な
っ
た

。
2
02
2
年

1
月

で
は
、

デ
ル

タ
株
は

ブ
ラ
ジ

ル
の

ゲ
ノ

ム
サ

ン
プ

ル
か
ら

消
失
し

、
現
在

は
デ
ル

タ
株
お

よ
び
オ

ミ
ク
ロ

ン
株

が
流
行

し
て
い

る
。
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（（
４４

））
ワワ
クク

チチ
ンン

接接
種種

状状
況況

  

 
図

2
1
．

ブ
ラ
ジ
ル

に
お
け

る
1
日

当
た
り

ワ
ク
チ

ン
接
種

者
数
（

2
0
21

年
1
月

17
日
～

2
0
22

年
1
月

29
日
）
 

出
典

:
G
o
og
l
e
検
索

 
2
02
1
年

1
月

3
0
日

（
h
t
t
p
s
:/
/
ou

rw
o
r
ld

in
d
at
a
.
o
r
g/
c
o
v
id
v
a
cc

in
a
t
io
n
s
?
co
u
n
t
r
y=
B
RA

）
 

 ブ
ラ

ジ
ル

で
は

20
21

年
1
月

17
日
か

ら
ワ
ク

チ
ン
接

種
が
開

始
し
、
こ

れ
ま
で

16
9,

82
5,

84
7
人

が
一

回
以
上

接
種

し
て

い
る
（

図
21

）
。

ブ
ラ

ジ
ル
国

家
衛
生

監
督
庁

（
A

N
V

IS
A
）
は

20
21

年
1
月

17
日

、
ブ
ラ

ジ
ル
が

中
国
の

シ
ノ

バ
ッ

ク
・
バ

イ
オ

テ
ッ
ク

と
共
同

開
発
し

た
「

コ
ロ
ナ

バ
ッ
ク

」
と

、
英

国
の

オ
ッ
ク

ス
フ
ォ

ー
ド
大

学
が
ア

ス
ト
ラ

ゼ
ネ

カ
と

共
同
開

発
し
た

「
コ
ビ

シ
ー
ル

ド
」
の

2
種

類
の

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

ワ
ク
チ

ン
の
緊

急
使
用

（
合
計

80
0
万

回

分
）
を

承
認

し
た
（

日
本
貿

易
振
興

機
構

, 2
02

0）
。
サ

ン
パ
ウ

ロ
州
政

府
は

A
N

V
IS

A
の
承

認
後

、
連
邦

政
府
の

接
種
計

画
に

先
立
つ

か
た
ち

で
、
ブ

ラ
ジ

ル
初
の

新
型
コ

ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン

接
種
（

シ
ノ

バ
ッ
ク
・
バ

イ
オ

テ
ッ
ク

）
を

開
始
し

た
。

同
州

政
府

が
公

式
サ

イ
ト

で
更

新
し

て
い

る
同

ワ
ク
チ

ン
の

接
種
状

態
示

す
「

ワ
ク

チ
ン

メ
ー

タ
ー

」
に

よ
る

と
、

20
21

年
1
月

22
日
ま

で
に

10
万

人
以

上
が

接
種

し
た
こ

と
が
分

か
る
。

こ
れ
ま

で
、
コ

ロ
ナ
バ

ッ
ク
、

ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ

カ
、

フ
ァ

イ
ザ
ー

、
ヤ
ン

セ
ン
フ

ァ
ー
マ

（
J&

J
子

会
社

）
の
製

造
に
よ

る
ワ
ク

チ
ン
が

使
用
さ

れ
て
い

る
。
世

界
保
健

機
関

 
(2

02
1)
に

よ
れ
ば

、
ブ
ラ

ジ
ル
で

は
20

21
年

12
月

22
日

の
時

点
で
合

計
31

5,
18

0,
27

4
回

の
ワ

ク
チ
ン

接
種
が

行
わ

れ
て

い
る
。

20
21

年
10

月
27

日
に
は

、
新

型
コ

ロ
ナ
感

染
者
の

99
.7
％

は
デ
ル

タ
株
感

染
だ
っ

た
事
が

判
明
と

、
サ
ン

パ
ウ

ロ
市
市

役
所
が

発
表
し

た
（
ニ

ッ
ケ
イ

新
聞
、
20

21
）
。
サ

ン
パ
ウ
ロ

市
は

10
月

25
日
の

時
点
で

成
人
人

口
の

10
0％

が
ワ

ク
チ
ン

接
種
を

完
了
済

み
と
報

告
し
て

い
る
。

 
ワ

ク
チ
ン

接
種
証

明
書
に

つ
い
て

は
、

20
21

年
10

月
18

日
か
ら

、
全
て

の
州
で

、
ス
ポ

ー
ツ
競

技
や
パ

ー
テ
ィ

ー
な

ど
の

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
伝

染
の

リ
ス

ク
の

高
い

活
動

に
お

い
て

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
対

す
る

ワ
ク

チ
ン

接
種

証
明

を
提

示
す

る
こ
と

が
義
務

付
け
ら

れ
た
。
ル

ー
ル

は
場
所

に
よ
っ

て
異
な

り
、
一

般
に
、
ワ

ク
チ
ン

パ
ス
ポ

ー
ト
と

も
呼
ば

れ
る

ワ
ク

チ
ン

接
種

証
明

書
は

、
コ

ン
サ

ー
ト

な
ど

多
数

の
人

々
が

参
加

す
る

イ
ベ

ン
ト

で
必

要
と

さ
れ

る
が

、
レ

ス
ト

ラ
ン

や
ホ

テ
ル
へ

の
入
場

も
必
要

と
な
る

（
G

lo
bo

.c
om

, 2
02

1）
。

 
パ

ラ
ー
州

で
は

20
21

年
1
月

18
日
に

初
め
て

ワ
ク
チ

ン
が
到

着
し
、

19
日

か
ら

接
種
が

始
ま
り

、
医
療

従
事
者

、
長

期
で

施
設
に

滞
在
し

て
い
る

60
歳

以
上
の

市
民
、
先
住

民
等
を

優
先
に

接
種
を

行
っ
た

。
20

22
年

1
月

15
日
に

、
5
歳

22
 

 か
ら

11
歳

ま
で

の
子
供

の
ワ
ク

チ
ン
接

種
を
開

始
し
た

。
20

21
年

1
月

30
日
の

時
点
で

合
計

12
,1

19
,2

16
回

の
ワ
ク

チ
ン

接
種
が

行
わ
れ

、
人
口

の
79

.9
％

が
1
回

の
予

防
接
種

を
受
け

て
い
る

（
パ
ラ

ー
州
保

健
局
，

20
21

）
。

 
ア

マ
ゾ
ナ

ス
州
マ

ナ
ウ
ス

市
で
は

、
2
02
1
年

1
月

1
8
日

に
ワ
ク

チ
ン
が

到
着
し

、
医
療

従
事
者

な
ど
規

定
の
優

先
順

位
に

従
っ
て

接
種
が

開
始
さ

れ
た
（

G
l
ob
o
.
co

m,
 
2
02
1
）
。

１
月
当
時

は
病
院

の
酸
素

不
足
に

よ
る
保

健
シ
ス

テ
ム
の

崩

壊
状

況
に
あ

る
時
で

あ
っ
た

。
2
02
2
年

1
月

1
7
日

に
は

5
歳

か
ら

11
歳

ま
で

の
子
供

の
ワ
ク

チ
ン
接

種
を
開

始
し
た

。

1
8
日

時
点

で
は

、
少

な
く
と

も
人
口

の
64
.
3
％

が
1
回
の

予
防

接
種
を

受
け
て

い
る
。

20
21

年
1
月

30
日

の
時
点

で

合
計

3,
59

1,
02

7
回

の
ワ

ク
チ
ン

接
種
が

行
わ
れ

て
い
る

（
ア
マ

ゾ
ナ
ス

州
政
府

，
20

22
）
。

 
 3
.2
.
 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
要
点
 

①①
小小

長長
野野
氏氏

（（
パパ

ララ
ーー

州州
農農

業業
水水

産産
開開

発発
局局

アア
ドド

ババ
イイ

ザザ
ーー

））
  

・
ア

グ
ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ
ー

を
実
践

す
る
小

農
家
等

に
対
し

て
農
業

指
導
を

す
る
州

政
府
職

員
の
現

地
指
導

の
訪
問

が
な

く
な

っ
た

、
も
し

く
は
、

訪
問
頻

度
が
減

少
し
た

（
コ
ロ

ナ
を
口

実
に
訪

問
し
て

い
な
い

可
能
性

も
あ
る

）。
 

・
小

長
野
氏

は
S
NS

ツ
ー
ル

（
W
ha
t
s
a
pp
）

を
利
用

し
な

が
ら

農
業
技

術
指
導

を
継
続

し
た
。

 

→
現

地
訪
問

が
で
き

な
い
状

況
で
あ

っ
て
も

、
農
業

者
の
状

況
を
把

握
し
て

い
れ
ば

、
リ
モ

ー
ト
で

も
一
定

の
サ
ポ

ー
ト

は
で

き
る

。
 

・
コ

ロ
ナ
流

行
以
降

、
農
作

物
の
値

段
が
下

落
し
た

。
売
上

が
減
少

す
る
一

方
、
肥

料
な
ど

の
農
業

資
材
の

価
格
は

高

騰
。

さ
ら

に
は
消

費
者
物

価
上
昇

に
よ
り

、
特
に

家
族
農

業
等
の

小
農
家

で
は
生

活
が
苦

し
い
状

況
に
な

っ
て
い

る
。
 

・
自

分
の

周
辺
農

家
で
は

畑
に
行

く
頻
度

が
減
少

し
て
い

る
様
子

が
見
受

け
ら
れ

、
手
入

れ
不
足

で
草
が

繁
茂
し

て
い

る
。
肥

料
価
格

高
騰
で

、
施
肥

が
十
分

に
で
き

ず
、
コ

シ
ョ
ウ

（
注
：

ト
メ
ア

ス
の
ア

グ
ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ
ー

に
お
け

る
主
要

作
物
で

最
も
手

入
れ
が

優
先
さ

れ
る
作

物
）
は

葉
が
黄

色
く
な

っ
て
い

る
（
栄

養
不
足

が
顕
著

な
状
況

が
見
て

取
れ
る

）
。

最
近

は
コ

シ
ョ
ウ

も
ア
サ

イ
ー
も

値
段
が

上
昇
し

て
き
て

お
り
、

状
況
は

改
善
し

つ
つ
あ

る
。
 

・
銀

行
融
資

を
受
け

る
た
め

に
は
農

業
技
師

に
よ
る

農
場
訪

問
に
基

づ
い
た

技
術
評

価
が
必

須
と
な

る
が
、

こ
の
訪

問
が

実
施

さ
れ

ず
に
銀

行
融
資

が
停
滞

し
た
。

ア
グ
ロ

フ
ォ
レ

ス
ト
リ

ー
向
け

の
融
資

プ
ロ
グ

ラ
ム
が

存
在
す

る
が
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
融
資

残
高
が

伸
び
悩

み
、
複

数
の
銀

行
で
こ

の
融
資

枠
の
金

額
は
余

っ
て
い

る
状
況

と
聞
い

て
い
る

。
資

金
に

余
裕

の
あ
る

農
家
は

私
的
に

契
約
し

て
技
師

を
使
え

る
が
小

農
家
は

こ
れ
が

で
き
な

い
（
農

業
普
及

後
者
等

の
公

的
サ

ー
ビ

ス
（
無

料
で
実

施
し
て

も
ら
え

る
）
に

依
存
し

て
い
る

状
況
）。

 

・
農

業
投
資

額
が
コ

ロ
ナ
以

前
は

1
0.
0
00

レ
ア

ル
/
ha

で
可
能

で
あ
っ

た
の
が

、
流
行

後
は
肥

料
等
の

農
業
資

材
の
高

騰
、

及
び

、
全
般

的
な
イ

ン
フ
レ

に
よ
っ

て
2
0.

00
0
/h
a
レ
ア

ル
に
上
が

っ
て
い

る
。
小

長
野
氏

は
刈
り

取
っ
た

雑
草

を
緑

肥
と

し
て
使

う
な
ど

、
コ
ス

ト
が
か

か
ら
な

い
よ
う

に
し
て

い
る
。

 

・
都

市
部
に

住
ん
で

い
る
人

た
ち
は

失
業
し

、
食
料

品
も
買

え
な
く

、
政
府

か
ら
生

活
補
助

金
を
受

給
し
て

い
る
が

、
そ

れ
だ

け
で

は
生
活

に
困
窮

し
て
し

ま
う
。

農
家
は

食
べ
物

に
は
自

給
自
足

で
困
ら

な
い
状

況
は
維

持
で
き

て
い
る

。
 

 ② ②
佐佐

藤藤
氏氏
（（

NN
GG
OO
アア

ママ
ゾゾ

ンン
森森

林林
友友

のの
会会

））
  

・
最

近
の
活

動
と
し

て
、
農

業
学
校

の
生
徒

に
対
し

て
、
ア

グ
ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ
ー

の
実
践

指
導
を

行
う
取

組
を
実

施
し

て
い

る
が

、
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
発
生

当
初
は

生
徒
が

学
校
に

登
校
で

き
な
く

な
り
、

指
導
が

で
き
な

か
っ
た

。
ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン

後
も

学
校
か

ら
の
活

動
に
対

す
る
正

式
許
可

が
出
ず

、
各
個

人
の
自

己
責
任

で
、
自

発
的
な

行
動
と

い
う
こ

と
で

活
動

を
継

続
し
た

。
 

・
ロ

ッ
ク
ダ

ウ
ン
時

に
は
農

場
の
近

く
に
住

ん
で
い

る
人
は

よ
い
が

離
れ
て

い
る
と

こ
ろ
に

住
ん
で

い
る
人

は
農
場

に
行

173



23
 

 

く
の

も
大

変
だ
っ

た
。
 

・
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
期

間
中
も

、
企
業

の
社
会

活
動
等

、
義
務

と
し
て

課
せ
ら

れ
た
環

境
保
全

活
動
な

ど
の
ニ

ー
ズ
は

継
続

し
て

あ
り

、
こ
れ

を
行
動

制
限
の

下
で
実

施
す
る

こ
と
が

求
め
ら

れ
る
状

況
下
、

様
々
に

や
り
く

り
を
し

て
、
計

画
作

成
か

ら
実

行
部
分

の
準
備

を
行
っ

た
。
 

・
ベ

レ
ン
周

辺
の
都

市
で
は

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク

の
間
は

、
農
地

不
動
産

投
資
が

収
ま
り

、
森
林

減
少
は

少
な
か

っ
た
。

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

が
落
ち

着
く
と

、
農
地

不
動
産

投
資
が

再
活
性

化
し
、

土
地
が

新
し
く

伐
り
開

か
れ
森

林
が
減

少
し
て

き
て

い
る

印
象

。
 

・
コ

ロ
ナ
前

と
比
べ

て
、
苗

木
用
の

種
子
を

集
め
る

た
め
に

森
林
へ

行
く
頻

度
は
減

少
し
た

。
現
地

リ
ー
ダ

ー
的
存

在
の

人
が

コ
ロ

ナ
に
感

染
し
、

活
動
メ

ン
バ
ー

の
中
に

コ
ロ
ナ

に
対
す

る
恐
怖

心
が
現

実
の
も

の
と
し

て
生
じ

た
こ
と

も
要

因
で

あ
っ

た
と
は

思
う
。

会
の
活

動
自
体

に
は
大

き
な
影

響
は
な

か
っ
た

も
の
の

、
コ
ロ

ナ
禍
で

は
人
集

め
が
大

変
で

あ
っ

た
。

 

・
（
以

前
、
製
材

業
に
関

与
さ
れ

て
い
た

背
景
に

基
づ
い

て
製
材

業
へ
の

影
響
に

つ
い
て

伺
っ
た

の
に
関

し
て
）

現
役
を

離
れ

て
久

し
く
、

そ
の
方

面
で
の

情
報
に

は
疎
く

な
っ
て

い
る
為

、
木
材

収
穫
量

が
増
え

た
か
・

減
っ
た

か
ど
う

か
は

わ
か

ら
な

い
が
、

木
材
供

給
が
落

ち
た
と

こ
ろ
も

あ
る
の

で
は
な

い
か
。

 

・
都

市
部
に

比
べ
て

農
村
部

は
コ
ロ

ナ
の
影

響
は
あ

ま
り
見

ら
れ
な

い
印
象

を
持
っ

て
い
る

。
 

 ③③
 ケケ

イイ
ララ

ーー
氏氏

（（
パパ

ララ
ーー

州州
森森

林林
開開

発発
・・

生生
物物

多多
様様

性性
研研

究究
所所

（（
II
DD
EE
FF
LL
OO
RR
））

職職
員員

））
  

• 
2
0
2
0
年

3
月
以
降

、
コ
ロ

ナ
が
蔓

延
し
始

め
た
こ

ろ
は
、

小
農
家

を
訪
ね

る
こ
と

が
で
き

な
か
っ

た
。
 

• 
小

農
家
は

収
穫
物

を
小
売

店
等
で

販
売
し

て
い
た

が
、
コ

ロ
ナ
蔓

延
後
は

S
N
S
（
W
h
a
sa
p
p
）

を
利
用

し
て
、

周
辺
農

家

と
協

調
し

て
、
お

客
さ
ん

の
需
要

に
応
じ

て
収
穫

物
を
セ

ッ
ト
に

し
て
販

売
す
る

よ
う
に

な
っ
た

。
こ
れ

に
よ
っ

て
、

販
売

減
少

を
受
け

る
こ
と

な
く
、

生
産
物

を
完
売

す
る
こ

と
が
で

き
る
状

況
を
自

ら
の
自

助
努
力

で
克
服

し
て
い

た
。
 

• 
コ

ロ
ナ
禍

で
も
農

業
活
動

は
停
滞

せ
ず
、

小
農
家

に
つ
い

て
は
経

済
的
な

悪
影
響

は
見
ら

れ
な
か

っ
た
。

 

• 
他

方
で
、

都
市
部

か
ら
は

農
村
部

へ
移
住

し
、
農

業
を
始

め
る
人

が
多
く

み
ら
れ

、
森
林

伐
採
が

増
加
し

た
。
移

住
し

た
人

た
ち

の
多
く

は
親
戚

な
ど
の

縁
を
た

ど
っ
て

き
て
い

る
人
た

ち
で
あ

っ
た
が

、
都
市

部
に
居

住
す
る

こ
と
が

感
染

リ
ス

ク
を

含
め
て

Q
O
L
(Q

uo
l
it
y
 
o
f
 L
i
fe

)
の
面

で
魅
力
的

で
は
な

く
な
っ

た
と
感

じ
て
移

住
す
る

こ
と
を

判
断
し

た

よ
う

で
あ

る
。
 

• 
森

林
伐
採

の
状
況

に
つ
い

て
は
、

2
0
2
0
年

は
森
林

伐
採
が

多
か
っ

た
が
、

コ
ロ
ナ

の
影
響

と
い
う

よ
り
も

2
0
20

年
は

政
府

の
取

締
り
が

ほ
と
ん

ど
な
か

っ
た
こ

と
が
原

因
で
あ

る
と
感

じ
て
い

る
。
2
0
21

年
は

国
際
社
会

か
ら
の

外
圧
も

意

識
し

て
、

パ
ラ
州

環
境
局

、
軍
、

I
B
A
MA
（
環

境
省
傘

下
環
境

・
再
生

可
能
天

然
資
源

院
）
等

が
総
出

で
現
地

取
締
強

化
し

、
そ

の
結
果

、
森
林

伐
採
は

減
少
し

て
い
る

と
い
う

状
況
と

見
て
い

る
。
 

• 
新

規
ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー
植

栽
の
関

心
は
高

い
が
、

苗
づ
く

り
の
種

子
が
足

り
な
い

。
ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー

は
森

林
再

生
の
打

開
策
で

あ
る
。

小
農
家

へ
ア
グ

ロ
フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー
を

指
導
し

普
及
す

る
こ
と

で
、
農

家
を
増

や

し
、

多
角

経
営
化

を
図
り

、
人
々

の
生
計

を
向
上

さ
せ
て

い
き
た

い
。
 

・
小

農
家
を

訪
ね
る

と
き
は

常
に
マ

ス
ク
を

着
用
し

て
い
る

。
 

・
ア

ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ

製
の
ワ

ク
チ
ン

を
接
種

し
た
。

周
囲
の

人
の
多

く
が
ワ

ク
チ
ン

を
接
種

し
て
い

る
。
コ

ロ
ナ
で

友
人

を
失

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ
流

行
後
は

物
価
上

昇
で
食

料
品
価

格
が
上

昇
し
た

。
農
村

部
で
は

都
市
部

か
ら
移

住
し
て

き
た
人

の
多
く

が
焼

畑
を

行
い

、
ト
ウ

モ
ロ
コ

シ
な
ど

を
植
え

始
め
た

が
、
こ

の
よ
う

な
現
象

は
当
地

域
で
は

長
ら
く

見
る
こ

と
が
な

か
っ

24
 

 

た
傾

向
で

あ
る
。

こ
の
理

由
と
し

て
、
コ

メ
も
買

う
よ
り

も
植
え

て
自
給

自
足
し

た
方
が

良
い
と

考
え
て

い
る
こ

と
が

あ
る

と
考

え
ら
れ

る
。
 

 ④④
 エエ

ウウ
ソソ

ンン
氏氏

（（
家家

具具
職職

人人
））

  

・
コ

ロ
ナ
感

染
症
が

流
行
る

前
と
比

べ
て
、

注
文
・

需
要
は

4
0
～
5
0
％

増
加

し
た
（
仕

事
が
休

み
に
な

り
、
自

宅
に
い

る

時
間

が
増

え
た
こ

と
で
、

新
し
い

家
具
を

購
入
し

た
い
と

い
う
意

識
が
高

ま
っ
た

た
め
。

ま
た
国

か
ら
の

補
助
金

で
家

具
を

買
っ

た
人
も

多
い
）
。
製

造
量
及

び
収
入

は
3
0
％
増

加
し
た

。
 

・
入

手
し
に

く
く
な

っ
た
林

産
品
や

部
材
は

特
に
な

い
。
た

だ
し
、

原
材
料

（
木
材

）
の
値

段
が

3
0
％
上
が

っ
た
（

輸
送

費
の

高
騰

等
に
よ

り
）
。
こ
の

た
め
、

販
売
価

格
を

2
0％

上
げ
た

。
結
果

的
に
、

生
計
は

潤
っ
た

。
 

・
周

り
で
は

少
な
く

と
も

5
0
人

以
上

は
、
感
染

し
て
い

る
と
思

わ
れ
る

（
そ
の

う
ち

6
人
が

死
亡

）。
 

・
コ

ロ
ナ
バ

ッ
ク
の

ワ
ク
チ

ン
を
接

種
し
た

。
周
り

の
人
の

約
9
5%
が

ワ
ク

チ
ン
を

接
種
し

て
い
る

と
思
わ

れ
る
。

 

・
ト

メ
ア
ス

ー
市
で

は
コ
ロ

ナ
流
行

後
、
商

店
等
が

短
縮
営

業
を
行

い
、
入

店
時
の

マ
ス
ク

着
用
や

ア
ル
コ

ー
ル
消

毒
を
義

務
付

け
て

い
た

。
ロ

ッ
ク

ダ
ウ

ン
時

は
洋

服
店

や
家

電
小

売
店

が
閉

ま
っ

た
が

、
食

料
品

店
は

短
縮

営
業

を
行

っ
て

い

た
。

現
在

で
は
一

部
の
施

設
に
入

る
場
合

は
ワ
ク

チ
ン
接

種
証
明

書
の
提

示
が
必

要
で
あ

る
。

 
・
マ

ス
ク
は

家
で
は

使
わ
な

い
が
（

家
族
全

員
が
ワ

ク
チ
ン

を
接
種

し
て
い

る
た
め

）
、

外
出
時

は
常
に

着
用
し

て
い

る
。

周
り

の
人
の

約
3
0%

が
普
段

か
ら
着

用
し
、

病
院
や

銀
行
へ

の
立
ち

入
り
、

会
議
へ

の
参
加

の
際
（

密
集
地

に
行

く
場

合
に

）
に
は

着
用
し

て
い
る

。
 

・
コ

ロ
ナ
流

行
後
は

規
制
に

よ
り
、

商
店
等

の
営
業

時
間
が

短
縮
さ

れ
、
自

分
が
空

い
て
い

る
時
間

に
閉
ま

っ
て
い

た
た

め
、

大
変

困
っ
た

。
 

・
得

し
た
こ

と
は
、

コ
ロ
ナ

流
行
に

よ
り
家

具
の
注

文
・
需

要
が
増

え
た
こ

と
と
、

外
出
が

制
限
さ

れ
、
在

宅
時
間

が
増

え
た

結
果

、
家
で

の
勤
務

時
間
が

増
え
た

こ
と
で

あ
る
。

 

・
コ

ロ
ナ
流

行
後
は

ア
ル
コ

ー
ル
を

家
の
出

入
り
口

に
置
き

、
テ
ー

プ
を
張

る
よ
う

に
し
た

（
話
を

す
る
だ

け
に
来

る
人

が
入

れ
な

い
よ
う

に
）
。
そ
の

結
果
、

友
人
は

あ
ま
り

家
に
来

な
く
な

っ
た
。

自
分
も

他
人
の

家
や
誕

生
日
会

等
に
行

か
な

い
よ

う
に
し

て
い
る

。
お
互

い
に
コ

ロ
ナ
に

感
染
し

な
い
よ

う
に
気

を
付
け

て
い
る

。
 

 ⑤ ⑤
 坂坂

口口
氏氏

（（
トト

メメ
アア

スス
ーー

市市
のの

アア
ググ

ロロ
フフ

ォォ
レレ

スス
トト

リリ
ーー

農農
家家

））
  

・
コ

ロ
ナ
流

行
は
収

穫
量
に

影
響
は

な
い
が

、
天
候

の
影
響

で
ア
サ

イ
ー
が

4
0
％
増

加
し
た

。
 

・
家

の
加
工

場
で
ブ

ラ
ジ
ル

ナ
ッ
ツ

入
り
ク

ッ
キ
ー

や
バ
ナ

ナ
チ
ッ

プ
ス
を

製
造
し

て
い
る

が
、
コ

ロ
ナ
流

行
に
関

係
な

く
、

2
01
9
年
に
比

べ
て

2
02
0
年

で
は

製
品
の
注

文
数
・

製
造
量

は
約

1
5
％

増
加

し
た
（
間

接
的
な

影
響
と

し
て
、

巣

籠
需

要
的

な
要
素

も
あ
る

の
で
は

な
い
か

と
思
わ

れ
る
（

調
査
者

の
考
え

））
。
 

 
 

・
2
0
2
0
年

3
月

以
降

に
、
感

染
防
止

の
た
め

、
加
工

場
を
別

の
農
地

に
移
設

し
、
従

業
員
を

1
ヶ

月
間
休

職
さ

せ
た

（
製

造
停

止
）
。
 

・
加

工
過
程

で
入
手

し
に
く

く
な
っ

た
材
料

は
な
い

が
、
包

装
袋
が

2
0
0
円

か
ら

2
,0
0
0
円
と

高
騰

（
主
に

石
油
高

騰
が

影
響

）
。
ま

た
、

イ
ン

フ
レ
で

食
料
品

も
高
騰

し
て
い

る
。
結

果
的
に

生
計
は

変
わ
ら

な
い
。

 

・
周

り
で
感

染
し
た

り
、
亡

く
な
っ

た
り
し

た
人
が

い
る
か

ど
う
か

は
わ
か

ら
な
い

。
本
当

に
コ
ロ

ナ
に
感

染
し
た

か
わ

か
ら

な
い

。
風
邪

で
も
コ

ロ
ナ
と

診
断
さ

れ
る
場

合
が
あ

る
。
 

・
ワ

ク
チ
ン

接
種
（

ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ

カ
製
）

を
し
た

が
、
あ

ま
り
気

に
せ
ず

に
暮
ら

し
て
い

る
。
周

り
の
人

の
約

9
0
％
が

接
種

し
て

い
る
。

外
出
時

は
銀
行

や
薬
局

以
外
で

は
基
本

的
に
マ

ス
ク
は

着
用
し

な
い
。

周
り
の

人
で
普

段
か
ら

着
用

174
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し
て

い
る

の
は

5
％
ぐ

ら
い
で
あ

る
。
学

校
や
薬

局
、
郵

便
局
な

ど
に
入

る
場
合

は
し
っ

か
り
着

用
し
て

い
る
。

 

・
一

時
期
自

動
車
の

運
転
が

禁
止
さ

れ
、
食

料
品
店

や
薬
局

以
外
の

お
店
に

入
れ
な

か
っ
た

。
ト
メ

ア
ス
ー

の
大
学

や
学

校
の

多
く

は
ま
だ

休
校
し

て
い
る

。
 

・
コ

ロ
ナ
禍

に
よ
る

規
制
で

困
っ
た

こ
と
は

、
外
食

で
き
な

く
な
っ

た
こ
と

で
あ
る

。
得
し

た
こ
と

は
、
外

食
で
き

な
い

分
貯

金
で

き
た
こ

と
で
あ

る
。
生

活
で
変

わ
っ
た

こ
と
は

特
に
な

い
。
 

 ⑥ ⑥
 角角

田田
氏氏

（（
トト

メメ
アア

スス
ーー

農農
協協

職職
員員

・・
シシ

ーー
ドド

オオ
イイ

ルル
担担

当当
））

  

・
ト

メ
ア
ス

ー
農
協

で
は
コ

ロ
ナ
流

行
と
は

関
係
な

く
、
販

売
先
の

N
a
t
ur
a
社
か

ら
の

需
要
が

強
い
た

め
、
シ

ー
ド
オ

イ
ル

の
注

文
が
増

加
し
た

。
し
か

し
、
実

な
り
が

悪
い
な

ど
の
原

材
料
不

足
の
た

め
、
こ

れ
ら
の

注
文
の

半
分
ほ

ど
し

か
応

じ
き

れ
て
い

な
い
。

ク
ラ
ブ

ウ
ッ
ド

は
カ
メ

タ
ー
市

か
ら
も

調
達
し

て
い
る

が
、
2
0
2
0
年
は

量
が
多

か
っ
た

（
収

穫
期

が
2
月
～
5
月
頃

で
、
ベ
レ

ン
市
周

辺
で
は

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク

拡
大
開

始
時
で

あ
っ
た

が
、
カ

メ
タ
―

氏
で
は

収
穫

に
も

影
響

な
し
）
。

他
方
、
2
02
1
年
は

量
が

少
な

い
た
め

、
ト
メ

ア
ス
ー

市
で
の

調
達
が

増
え
た

。
 

・
コ

ロ
ナ
の

影
響
で

、
包
装

袋
の
値

段
が

3
0
～
4
0
％
上

が
り

、
注
文

し
て
も

2
～
3
ヵ
月

か
か
る
よ

う
に
な

り
、
入

手
し

に
く

く
な

っ
た
。

電
気
代

・
ガ
ス

代
も
上

が
り
、

種
子
専

用
の
乾

燥
機
の

維
持
が

難
し
い

。
 

・
収

穫
量
（

カ
カ
オ

、
ア
サ

イ
ー
、

ア
セ
ロ

ラ
）
は

2
0
％
減

少
し
た
（

コ
ロ
ナ

に
よ
る

労
働
力

不
足
と

気
候
の

た
め
）

こ

と
で

、
収

入
も
減

少
し
た

。
 

・
森

林
伐
採

の
増
減

は
わ
か

ら
な
い

が
、
コ

ロ
ナ
前

か
ら
ト

メ
ア
ス

ー
で
は

森
林
が

減
少
し

続
け
て

い
る
。

 

・
ト

メ
ア
ス

ー
農
協

で
は
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
（

2
0
2
0
年

3
月
下

旬
）
以
後

、
6
月

頃
ま
で

は
、
1
ヶ
月
の

う
ち

1
5
日
仕

事

で
、

残
り

1
5
日

間
休

み
で
あ

っ
た
（

当
時
は

ワ
ク
チ

ン
が
な

く
、
感

染
予
防

対
策
で

場
内
の

人
数
を

制
限
）
。

組
合

員

で
も

一
人

重
傷
者

が
い
た

。
2
02
1
年

12
月

に
パ

ラ
ー
州

は
州
条

例
に
よ

っ
て
ワ

ク
チ
ン

接
種
の

強
制
力

を
高
め

る
措

置
を

実
施

し
た
。

こ
れ
に

よ
り
、

一
度
も

接
種
し

て
い
な

い
職
員

は
、
接

種
を
し

な
い
こ

と
を
理

由
に
解

雇
を
す

る
こ

と
が

可
能

と
な
っ

て
い
る

。
 

・
周

り
の
人

の
9
0
％

が
接
種

し
て
い

る
。
 

・
ワ

ク
チ
ン

（
ア
ス

ト
ラ
ゼ

ネ
カ
製

）
接
種

前
は
ア

ル
コ
ー

ル
消
毒

や
マ
ス

ク
着
用

を
し
っ

か
り
行

っ
て
い

た
が
、

接
種

後
は

気
に

せ
ず
あ

ま
り
行

っ
て
い

な
い
。

 

・
外

出
時
は

、
ス
ー

パ
ー
や

銀
行
、

病
院
な

ど
人
が

多
い
場

所
で
マ

ス
ク
を

着
用
す

る
が
、

普
段
は

着
用
し

な
い
（

誰
も

が
ワ

ク
チ

ン
接
種

を
し
て

い
る
か

ら
気
に

し
な
い

）。
 

・
周

り
で
は

3
0
人
が

感
染
し
、

1
人

が
亡
く
な

っ
た
。

お
そ
ら

く
日
本

人
・
日

系
人
は

ほ
ぼ
全

員
感
染

し
た
の

で
は
な

い

か
。

 

・
コ

ロ
ナ
の

影
響
で

材
木
の

値
段
が

1
0
,0
0
0
円

か
ら

30
,
0
00

円
へ

と
上

が
り

、
家
を

作
る
の

が
大
変

で
あ
る

。
デ
ィ

ー

ゼ
ル

や
ガ

ソ
リ
ン

価
格
も

上
昇
し

、
肥
料

も
2
0,

00
0
円

/
ト

ン
か

ら
8
0
,
00

0
円
/
ト
ン

へ
と

上
が
り

、
物
価

は
上
昇

し
、

小
農

家
は
生

活
が
苦

し
く
な

っ
て
い

る
。
 

・
農

業
で
困

っ
た
こ

と
は
あ

ま
り
な

い
。
農

業
は
ス

ト
ッ
プ

し
な
い

。
食
べ

物
に
は

困
ら
な

い
。
 

・
肥

料
や
ト

ラ
ク
タ

ー
の
燃

料
代
が

上
が
っ

て
い
る

こ
と
に

よ
り
、
新

規
開

墾
が
減

少
し
て

い
る
と

思
わ
れ

る
（

コ
ロ

ナ
の

間
接

的
な

影
響
が

あ
る
）
。
 

 ⑦ ⑦
 島島

氏氏
（（

ママ
ナナ

ウウ
スス

市市
のの

旅旅
行行

会会
社社

））
  

・
ジ

ャ
ン
グ

ル
ロ
ッ

ジ
ツ
ア

ー
の
受

入
先
な

ど
で
は

観
光
が

主
要
な

収
入
源

で
あ
り

、
コ
ロ

ナ
流
行

後
は
観

光
客
が

来
な
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い
（

収
入

が
な
い

）
こ
と

に
よ
っ

て
森
林

資
源
や

イ
ン
フ

ラ
面
の

メ
ン
テ

ナ
ン
ス

も
実
施

さ
れ
ず

、
か
な

り
荒
れ

て
い

る
状

況
と

な
っ
て

い
る
。

ロ
ッ
ジ

内
は
木

材
で
で

き
て
い

る
た
め

、
傷
み

や
す
い

。
 

・
コ

ロ
ナ
流

行
後
は

1
年
～

1
年

半
ほ
ど
赤

字
で
、

こ
れ
ま

で
職
員

3
人

を
解
雇

し
た

。
2
0
2
1
年

1
0
月

か
ら

ブ
ラ

ジ
ル

国
内

の
地

域
間
移

動
す
る

人
流
が

増
え
、

南
の
方

か
ら
の

観
光
客

が
増
え

て
き
た

為
、
仕

事
が
入

り
始
め

た
の
で

、
会

社
の

経
営

状
況
が

改
善
し

て
き
て

い
る
。

 

・
コ

ロ
ナ
流

行
後
は

、
カ
メ

ラ
を
使

っ
て
オ

ン
ラ
イ

ン
ツ
ア

ー
（
市

場
や
ネ

グ
ロ
川

と
ソ
リ

モ
ン
イ

ス
川
の

合
流
地

点
等

を
撮

影
）

を
行
っ

て
い
た

が
、
継

続
的
な

需
要
に

は
な
か

な
か
つ

な
が
ら

な
い
。

ケ
ニ
ア

（
ナ
イ

ロ
ビ
）

の
サ
フ

ァ
リ

ツ
ア

ー
は

市
内
か

ら
30

分
程

度
で
サ

バ
ン
ナ

の
動
物

が
見
ら

れ
る
た

め
継
続

的
に
実

施
が
で

き
て
い

る
よ
う

だ
が
、

こ
の

よ
う

な
環
境

は
非
常

に
稀
で

あ
る
。

な
お
、

オ
ン
ラ

イ
ン
ツ

ア
ー
実

施
当
時

は
市
内

の
市
場

な
ど
で

は
観
光

客
は

全
く

見
ら

れ
な
か

っ
た
。

20
21

年
1
0
月
以

降
か

ら
観
光

客
が
増

え
始
め

た
。
 

・
2
0
2
1
年

1
月

は
ガ

ン
マ
株

感
染
者

数
が
多

く
、
大

変
深
刻

な
状
況

で
あ
っ

た
。
酸

素
ボ
ン

ベ
の
酸

素
が
不

足
し
、

酸
素

吸
入

が
必

要
な
患

者
に
酸

素
が
行

き
わ
た

ら
な
か

っ
た
。

こ
の
た

め
、
マ

ナ
ウ
ス

市
民
に

と
っ
て

は
ワ
ク

チ
ン
接

種
を

し
な

い
と

い
う
選

択
肢
は

ほ
ぼ
な

か
っ
た

。
 

・
1
回
目

と
2
回
目

は
ア
ス

ト
ラ
ゼ

ネ
カ
製

、
3
回
目

は
フ

ァ
イ

ザ
ー
製

の
ワ
ク

チ
ン
を

接
種
し

た
。
ア

マ
ゾ
ナ

ス
劇
場

や
一

部
の

レ
ス
ト

ラ
ン
で

は
ワ
ク

チ
ン
接

種
証
明

書
の
提

示
が
求

め
ら
れ

る
。
 

 ⑧⑧
 ビビ

ゾゾ
ーー

ホホ
氏氏

（（
カカ

メメ
タタ

ーー
市市

のの
アア

ググ
ロロ

フフ
ォォ

レレ
スス

トト
リリ

ーー
農農

家家
））

  

・
ア

グ
ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ
ー

を
実
践

し
、
ア

サ
イ
ー

や
カ
カ

オ
の
収

穫
・
販
売

、
管
理
（

剪
定

、
除

草
、
除

伐
）
を

行
う

。
 

・
所

有
地
内

の
農
地

へ
行
く

頻
度
・

用
事
は

特
に
増

減
し
て

い
な
い

。
 

・
外

出
は

避
け
、
ア

サ
イ
ー

の
収
穫

や
手
入

れ
（

除
草
、
除
伐

な
ど
）
を
続

け
た
。
ア

サ
イ
ー

や
カ
カ

オ
な
ど

の
収
穫

量
は

変
わ

ら
な

い
。
 

・
流

行
後
は

手
洗
い

に
気
を

付
け
、
ア

ル
コ

ー
ル
や

マ
ス
ク

を
使
う

よ
う
に

し
た
。
以

前
は
あ

ま
り
外

出
し
な

か
っ
た

が
、

最
近

は
外

出
し
始

め
た
。
親

戚
や

お
客
が

家
に
来

る
の
を

断
っ
て

い
た
。
密

集
を

避
け
る

よ
う
に

し
た
。
周

り
の

人
も
同

様
で

あ
る

。
 

・
食

料
品
が

高
騰
し

、
ア
サ

イ
ー
の

値
段
が

下
が
り

、
生
計

が
2
0％

厳
し
く

な
っ
た

。
 

・
親

戚
同
士

で
S
NS

（
W
h
at
s
a
p
p
）

で
グ
ル

ー
プ
を

作
り
、

コ
ロ
ナ

に
つ
い

て
情
報

交
換
を

行
い
、

常
に
注

意
を
払

っ
て

い
た

。
 

・
周

り
で
は

約
20

人
が

コ
ロ
ナ

に
感
染

し
、
5
人
が

亡
く

な
っ

た
。
 

・
ア

ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ

製
の
ワ

ク
チ
ン

を
接
種

し
、
周

り
の
人

の
9
0％

が
接
種

し
た
。

 
・
マ

ス
ク
は

家
で
は

使
わ
な

い
が
、

外
出
時

は
常
に

着
用
し

、
ワ
ク

チ
ン
接

種
証
明

書
を
持

参
す
る

（
カ
メ

タ
ー
市

で
は

銀
行

や
ス

ー
パ
ー

に
入
る

際
に
は

接
種
証

明
書
を

提
示
す

る
必
要

は
な
い

が
）。

周
り

の
人
の

1
0
0
％

が
外

出
時

に
マ

ス

ク
を

着
用

し
て
い

る
。
 

・
2
0
2
0
年

5
月

頃
に

1
週
間

の
間
、

中
心
街

で
は
ス

ー
パ
ー

や
銀
行

で
入
場

制
限
（

1
～

5
人
ず

つ
入

れ
る
）

が
あ
っ

た

り
、

市
場

で
は

2
0
人

ま
で
乗

れ
る
ボ

ー
ト
で

2
0
人

乗
せ
る

と
罰
金

が
発
生

し
た
り

し
た
（

そ
の
た

め
に
多

く
の
ボ

ー

ト
で

は
乗

客
数
を

そ
の
半

分
の

1
0
人

に
制
限

し
て
い

た
）。

 

・
困

っ
た
こ

と
は
特

に
な
い

。
 

・
コ

ロ
ナ
感

染
を
恐

れ
て
、

家
に
い

る
時
間

が
長
く

な
り
、

家
族
と

の
時
間

が
増
え

た
。
ボ

ー
ト
の

修
理
な

ど
遅
れ

て
い

た
作

業
を

進
め
る

こ
と
が

で
き
た

。
 

175
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  ⑨⑨
 ププ

リリ
モモ

ッッ
チチ

氏氏
（（

カカ
メメ

タタ
ーー

市市
のの

シシ
ーー

ドド
オオ

イイ
ルル

生生
産産

農農
家家

））
  

・
所

有
地
内

で
ク
ラ

ブ
ウ
ッ

ド
（
Ca

ra
pa
 g
ui
an

en
si
s）

な
ど
の

種
子

を
収

穫
し
、

ト
メ
ア

ス
ー
農

協
に
販

売
す
る

。
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス
ト

リ
ー
を

実
践
し

、
ア
サ

イ
ー
の

収
穫
・

販
売
、

管
理
（

剪
定
、

除
草
、

除
伐
）

を
行
う

。
 

・
所

有
地
の

農
地
へ

行
く
頻

度
・
用

事
は

5
0
％
増

加
し
た

。
外

出
で

き
な
か

っ
た
た

め
、
所

有
地
内

で
の
労

働
時
間

が
増

加
し

た
。

 

・
シ

ー
ド
オ

イ
ル
は

コ
ロ
ナ

で
は
な

く
気
候

（
雨
量

）
の
影

響
で
収

穫
量
が

3
0％

減
少
し

、
値
段

も
良
く

な
か
っ

た
。
生

計
が

3
0
％

厳
し
く

な
り
、

節
約
傾

向
が
強

く
な
り

、
必
要

な
も
の

だ
け
買

う
よ
う

に
し
た

。
 

・
森

林
内
で

見
る
人

（
ア
サ

イ
ー
の

手
入
れ

の
た
め

）
は

5
0
％
増
加

し
た
が

、
家
に

遊
び
に

来
る
人

が
減
少

し
た
。

 

・
周

り
で
は

約
30

人
が

コ
ロ
ナ

に
感
染

し
、
1
人
が

亡
く

な
っ

て
い
る

。
手
洗

い
、
マ

ス
ク
着

用
、
ア

ル
コ
ー

ル
消
毒

を

徹
底

し
た

。
外
出

時
は
常

に
マ
ス

ク
を
着

用
す
る

。
周
り

の
人
の

9
5
％
が

着
用
し
て

い
る
。

 

・
ア

ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ

製
の
ワ

ク
チ
ン

を
接
種

し
た
。

周
り
の

人
の

9
5
％

が
接

種
し
て
い

る
。
 

・
周

り
の
島

（
低
湿

地
）
で

違
法
伐

採
を
行

っ
て
い

る
人
は

聞
い
た

こ
と
が

な
い
。

 

・
ス

ー
パ
ー

や
銀
行

の
営
業

時
間
も

短
縮
さ

れ
た
。

コ
ロ
ナ

感
染
を

恐
れ
て

買
い
物

や
銀
行

に
行
け

ず
不
便

で
あ
っ

た
。

得
し

た
こ

と
は
特

に
な
い

。
あ
ま

り
外
出

し
な
か

っ
た
た

め
、
労

働
時
間

が
増
加

し
た
。

親
戚
で

町
に
は

行
か
な

い
よ

う
に

し
た

。
船
で

行
く
際

は
乗
客

数
を
半

分
に
し

て
行
っ

た
。
 

 ⑩⑩
 ジジ

ョョ
アア

ンン
氏氏

（（
ベベ

レレ
ンン

市市
のの

NN
GG
OO
団団

体体
））

  

・
最

近
、
注

力
し
て

い
る
活

動
で
ア

グ
ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ
ー

普
及
を

含
む
小

農
家
支

援
活
動

が
あ
る

が
、
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク

当
初

は
集

会
実
施

が
難
し

か
っ
た

が
、
2
0
21

年
は

感
染
防
止

対
策
を

し
た
上

で
の
集

会
実
施

が
ス
ム

ー
ズ
に

で
き
る

よ

う
に

な
り

、
活
動

参
加
者

も
増
え

て
い
る

。
 

・
ベ

レ
ン
市

の
エ
ミ

リ
オ
ゴ

エ
ル
ジ

博
物
館

（
国
立

研
究
機

関
）
と

共
同
で

森
林
分

野
の
調

査
活
動

を
実
施

し
て
い

た

が
、

コ
ロ

ナ
流
行

後
は
政

府
か
ら

の
資
金

が
減
少

し
、
博

物
館
が

閉
ま
っ

て
し
ま

っ
た
た

め
、
活

動
継
続

が
困
難

で
あ

っ
た

。
森

林
分
野

に
お
け

る
公
的

活
動
は

財
政
難

に
よ
り

大
幅
に

停
滞
し

て
い
る

。
 

・
企

業
と
の

タ
イ
ア

ッ
プ
で

マ
ン
グ

ロ
ー
ブ

の
回
復

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
実
施

し
て
い

る
。
漁

業
関
係

者
を
含

む
地
域

住
民

と
の

保
全

・
回
復

活
動
で

あ
る
が

、
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
当
初

は
集
会

が
難
し

か
っ
た

が
、
最

近
で
は

従
来
の

活
動
頻

度
に

戻
っ

て
き

て
い
る

。
 

・
ア

マ
ゾ
ン

に
お
け

る
非
木

材
林
産

物
の
採

集
活
動

支
援
を

実
施
し

て
い
る

が
、
非

木
材
林

産
物
の

経
済
規

模
は
大

き
く

な
い

。
こ

の
た
め

、
需
要

面
で
の

コ
ロ
ナ

影
響
は

特
に
な

か
っ
た

。
ま
た

、
採
集

活
動
に

関
し
て

も
、
特

に
影
響

は
な

か
っ

た
。

 

・
企

業
と
の

タ
イ
ア

ッ
プ
で

の
社
会

活
動
に

も
力
を

入
れ
て

い
る
が

、
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
後
は

、
特
に

コ
ロ
ナ

対
策
の

観
点

か
ら

の
企

業
側
社

会
活
動

に
対
す

る
需
要

が
強
い

（
比
較

的
規
模

の
大
き

な
企
業

か
ら
の

支
援
。

森
林
関

係
よ
り

は
純

粋
な

パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
に
よ

る
影
響

対
策
）
。
 

・
コ

ロ
ナ
流

行
は
違

法
伐
採

に
影
響

を
及
ぼ

し
て
い

る
と
は

感
じ
て

い
な
い

。
し
か

し
な
が

ら
、
パ

ラ
ー
州

で
は
依

然
と

し
て

森
林

伐
採
が

深
刻
な

状
態
で

あ
り
、

こ
れ
は

現
政
権

の
環
境

政
策
に

起
因
す

る
部
分

が
大
き

い
と
考

え
て
い

る
。
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 3
.3
.
 
ま

と
め

 

●
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

がが
森森

林林
にに

関関
わわ
るる

活活
動動

・・
業業

務務
にに

与与
ええ

たた
影影

響響
  

（（
行行

政政
・・
NN
GG
OO
団団

体体
等等

がが
実実
施施

すす
るる

森森
林林

にに
関関

わわ
るる

活活
動動

・・
業業

務務
へへ

のの
影影

響響
））

  

森
林

に
関

わ
る
活

動
に
つ

い
て
は

、
技

術
指
導

や
活
動

実
施
主

体
で
あ

る
行
政

、
N
GO

団
体

等
に

よ
る

農
村

部
や
学

校
へ

の
業

務
・
活

動
に

影
響
（

訪
問

や
多
人

数
集
合

の
制
限

）
が

見
ら

れ
、
パ

ン
デ

ミ
ッ
ク

初
期
に

は
農
家

側
か
ら

の
訪
問

拒
否

に
よ

り
中

止
す

る
こ

と
も

一
時

的
に

あ
っ

た
。

熱
心

な
指

導
者

は
住

民
と

の
関

係
を

維
持

し
、

訪
問

で
き

な
い

状
況

下
で

は
S
N
S
ツ

ー
ル

を
活

用
す
る

等
し
て

農
業
技

術
指
導

等
の
活

動
を
続

け
た
が

、
必

ず
し
も

そ
の
よ

う
な
指

導
者
ば

か
り
で

も
な

く
、
全

般
的
に

は
サ
ポ

ー
ト
が

な
さ
れ

な
く
な

る
ケ
ー

ス
も
多

か
っ
た

と
推
測

さ
れ
る
（

行
政

職
員
の

場
合
、
外

出
制

限
等

の
模

範
に

な
る

必
要

が
あ

り
、

行
動

制
限

が
よ

り
厳

し
く

求
め

ら
れ

て
い

た
と

い
う

こ
と

も
原

因
と

し
て

考
え

ら
れ

る
）
。
結

果
と
し

て
、
活
動

へ
の
影

響
は
あ

っ
た
も

の
の
主

に
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
初
期

の
行
動

制
限
が

強
か
っ

た
時
期

の
一
過

性
の

影
響

と
い

う
見

方
が

で
き

、
そ

の
後

は
、

感
染

予
防

対
策

を
実

施
し

な
が

ら
活

動
を

継
続

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て
き

て
お
り

、
影
響

は
限
定

的
で
あ

っ
た
と

考
え
ら

れ
る
。

 

コ
ロ

ナ
の

影
響
に

よ
っ
て

財
政
的

に
厳
し

く
な
っ

て
行
政

の
活
動
（

森
林

分
野
に

お
け
る

調
査
・
研

究
活

動
）
が

縮
小
し

た
と

い
う

指
摘

が
あ

っ
た

。
ど

の
程

度
の

縮
小

で
あ

る
か

、
ま

た
、

ど
の

よ
う

な
調

査
研

究
で

あ
る

か
等

は
不

明
で

あ
る

が
、
ブ

ラ
ジ
ル

経
済
の

回
復
は

未
だ
芳

し
い
状

態
に
は

な
っ
て

お
ら
ず

、
財
政

収
支
も

改
善
の

兆
し
は

見
ら
れ

て
お
ら

ず
、

し
ば

ら
く
同

様
の
状

況
が
継

続
す
る

こ
と
も

考
え
ら

れ
る
と

思
わ
れ

る
。
一

方
で
、
企

業
か

ら
の
支

援
に
つ

い
て
は

、
大
き

な
企

業
は
社

会
貢
献

活
動
に

、
引

き
続

き
、
注
力

し
て
い

る
様
子

が
伺
わ

れ
、
し

っ
か

り
と
し

た
N
GO
・
団
体

は
こ
れ

ら
の

企
業

側
の

ニ
ー

ズ
の

受
け

皿
と

し
て

活
動

を
継

続
で

き
る

資
金

的
裏

付
け

を
得

ら
れ

る
状

況
に

あ
る

こ
と

が
見

て
取

れ
た

。

他
方

、
中
小

規
模
の

N
G
O
・
団

体
に

つ
い
て

は
、
こ

の
限
り

で
は
な

い
の
で

は
な
い

か
と
も

思
わ
れ

る
。
 

 （（
農農

家家
等等
のの

活活
動動

へへ
のの

影影
響響

））
 

森
林
（

農
地
）
に
行

く
頻
度
・
用
事

は
農

家
に
よ

っ
て

50
％

の
増
減

が
み
ら

れ
た
（

表
2）

。
イ
ン

フ
レ
に

よ
り
食

料
品

や
肥

料
代

が
高

騰
し

、
農

家
は

営
農

面
で

困
難

な
状

況
に

あ
る

が
、

食
料

品
の

イ
ン

フ
レ

は
農

産
物

の
販

売
面

で
の

プ
ラ

ス
の

効
果
も

あ
る
。
し
か

し
な
が

ら
、
個

別
の

産
品
で

は
値
下

が
り
し

て
い
る

も
の
も

あ
り
、
各

農
家
の

状
況
（

取
扱

い
作

物
等

）
に

よ
っ

て
影

響
は

さ
ま

ざ
ま

で
あ

っ
た

。
労

働
者

を
雇

用
し

て
い

な
い

農
家

は
普

段
と

変
わ

ら
ず

に
農

地
で

作
業

を
行

い
、

雇
用

し
て

い
る

農
家

は
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

の
観

点
か

ら
、

労
働

者
に

マ
ス

ク
着

用
と

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
を

徹
底

さ
せ

て
い
た

。
収
穫

量
は
気

候
に
よ

っ
て
増

減
す
る

こ
と
か

ら
コ
ロ

ナ
の
直

接
的
な

影
響
は

な
い
も

の
の
、
他

方
で

、
コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

っ
て

労
働

力
が

不
足

す
る

な
ど

の
悪

影
響

が
出

て
い

る
事

例
も

あ
っ

た
。

外
出

制
限

に
よ

り
農

地
で

の
勤

務
時

間
が
増

加
し
た

が
、
森

林
内
で

見
る
人

は
大
き

な
増
減

は
見
ら

れ
な
か

っ
た
。

 
林

内
採

集
活

動
は

農
家

が
自

ら
採

集
活

動
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
ほ

と
ん

ど
影

響
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
人

と
一

緒
に

複
数
人

が
集
ま

っ
て
実

施
す
る

活
動
で

は
、
人

が
集
ま

り
に
く

く
、
採

集
活
動

頻
度
が

低
く
な

っ
た
。

 
な

お
、
イ
ン

フ
レ
に

つ
い
て

は
ブ
ラ

ジ
ル
に

限
ら
ず

全
世
界

的
に
イ

ン
フ
レ

傾
向
が

強
ま
っ

て
い
る

状
況
に

な
る
が

、
ブ

ラ
ジ

ル
に
お

い
て
は

20
20

年
4
月

～
5
月

に
か
け

て
、
全

世
界
的

な
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
に
よ

る
グ
ロ

ー
バ
ル

経
済
の

冷
え
込

み
か

ら
の

悪
影

響
に

加
え

て
、

ブ
ラ

ジ
ル

国
内

の
政

治
的

な
混

乱
等

も
加

わ
り

、
急

激
に

レ
ア

ル
安

が
進

行
し

た
と

い
う

状
況

が
あ
る

。
そ

れ
ま

で
4.

0～
4.

2
レ

ア
ル

/ド
ル

で
推
移

し
て
い

た
為
替

は
、
急
激

に
5.

0
レ
ア

ル
/ド

ル
を

越
え
、

20
20

年
5
月

半
ば

に
は
一

時
は

6.
0
レ
ア

ル
/ド

ル
に
迫

る
勢
い

と
な
っ

た
。
そ

の
後
、

20
20

年
は

5.
5
レ

ア
ル

/ド
ル
近

辺
で

推
移

し
て
年

末
に
一

時
5.

0
レ
ア

ル
/ド

ル
近

く
ま
で

レ
ア
ル

高
が
進

行
し
た

が
、

20
21

年
は

世
界

的
な
再

拡
大
を

背
景
に

再
び

5.
5
レ

ア
ル

/ド
ル

近
辺

ま
で
戻

し
た
後

、
そ

の
後

半
年
程

度
は
概

ね
5.

0～
5.

5
レ

ア
ル

/ド
ル

の
範
囲

で
推
移

す
る
こ

176
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 と
と

な
り

、
ま
た

20
21

年
の

後
半
に

は
5.

5
レ
ア

ル
/ド

ル
近

辺
で

推
移
す

る
と
い

う
状
況

に
な
っ

た
。
パ

ン
デ

ミ
ッ
ク

直
の

急
激

な
レ

ア
ル

安
が

そ
の

後
の

輸
入

物
価

を
押

し
上

げ
、

世
界

的
な

イ
ン

フ
レ

に
加

え
て

、
為

替
に

よ
る

輸
入

物
価

イ
ン

フ
レ

の
ダ

ブ
ル
パ

ン
チ
の

影
響
が

出
て
い

る
と
言

え
る
。
ま
た

、
肥
料

に
つ
い

て
は
窒

素
肥
料

は
原
油
（

厳
密

に
は

ナ

フ
サ

）
価

格
の

影
響
を

受
け
る

こ
と
か

ら
、
原

油
価
格

と
為
替

の
影

響
に
よ

っ
て
、
ブ

ラ
ジ

ル
レ
ア

ル
建
て

の
肥
料

価
格
が

高
騰

し
て

い
る

と
い
う

状
況
が

生
じ
て

い
る
も

の
と
推

察
さ
れ

る
。

 
  

  

図
2
2
．
ブ

ラ
ジ

ル
レ

ア
ル

の
対
ド

ル
レ
ー

ト
推
移

（
過
去

5
年

間
）

 

 
 

出
典

:
Go
o
g
l
e
検

索
 
2
0
21

年
1
月

3
1
日
（

ド
ル

 レ
ア
ル

 推
移

 -
 P

es
qu

is
a 

G
oo

gl
e）

 

  （（
森森

林林
伐伐
採採

へへ
のの

影影
響響

））
  

調
査
の

中
で
、

マ
ラ

バ
市
周

辺
で
は

都
市
部

か
ら
農

村
部
に

移
住
し

、
農
業

を
始

め
る
人

が
多
く

み
ら
れ

、
開
墾

に
伴

い
森

林
伐

採
が
増

加
し

た
と
の

情
報
が

あ
っ
た

。
ま
た

、
こ
れ

は
20
2
0
年

は
政

府
の

取
締

り
が
ほ

と
ん
ど

な
か

っ
た
こ

と
も

大
き

く
関

係
し
て

い
る
と

思
わ
れ

る
。
こ

れ
に
対

し
、
2
0
2
1
年
は

パ
ラ
州

環
境
局

、
軍
、

I
BA

MA
等

が
総

出
で

現
地

取
締

強
化

し
、

違
法
伐

採
は
抑

制
さ
れ

て
い
る

と
い
う

こ
と
で

あ
っ
た

。
 

ベ
レ
ン

周
辺
の

都
市

で
は
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
の

間
は
、

農
地
不

動
産
投

資
が
収

ま
り

、
森
林

減
少
は

少
な
か

っ
た
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク

が
落
ち

着
く
と

、
土
地

が
新
し

く
伐
り

開
か

れ
森
林

が
減
少

し
て
き

て
い
る

傾
向
が

あ

る
。

ト
メ

ア
ス

ー
で
は

コ
ロ
ナ

以
前
か

ら
違
法

伐
採
・

森
林
減

少
が
起

き
て
い

る
が

、
カ
メ

タ
ー
の

島
嶼
部

で
は
違

法
伐

採
は

少
な

い
と

さ
れ
る

。
結
果

的
に
違

法
伐
採

は
コ
ロ

ナ
流
行

と
は
関

係
な

く
続
い

て
お
り

、
森
林

は
依
然

と
し
て

減
少

し
続

け
て

い
る

と
考
え

ら
れ
る

。
I
NP

E（
国
立

宇
宙
研

究
所
,
 
2
0
21
）

に
よ
れ

ば
、
2
02
0
年

8
月

1
日

か
ら

2
0
2
1
年

7

月
ま

で
の

間
で

法
定
ア

マ
ゾ
ン

（
パ
ラ

ー
州
、

ア
ク
レ

州
、
ア

マ
ゾ
ナ

ス
州

、
ア
マ

パ
ー
州

、
マ
ラ

ニ
ャ
ン

州
、
マ

ッ
ト

グ
ロ

ッ
ソ

州
、

ロ
ン
ド

ニ
ア
州

、
ロ
ラ

イ
マ
州

、
ト
カ

ン
チ
ン

ス
州
）

に
お

け
る
森

林
伐
採

面
積
が

1
3
,
23
5
k
m
2
で

あ

り
、

前
年

度
に

比
べ
て

2
1
.9

7
％
増

加
し
た
と

さ
れ
る

。
そ

の
う
ち

、
パ
ラ

ー
州
は

増
加
率

が
7.
3
1
％

（
2
0
20

年
の

4
,
8
9
9
km
2
か
ら

2
02
1
年

5
,2

57
k
m
2
）

と
最
も

低
い
が

、
伐
採

面
積
は

最
も
大

き
い

と
報
告

し
て
い

る
。
ア

マ
ゾ
ン

の
森

林
減

少
の

増
加

に
よ
る

国
際
的

な
圧
力

に
対
応

す
る
た

め
に
、

2
0
20

年
2
月
に

ボ
ル
ソ

ナ
ロ
大

統
領
に

よ
っ
て

作
成
さ

れ

た
法

定
ア

マ
ゾ

ン
評
議

会
（
軍

人
の
副

大
統
領

が
ト
ッ

プ
）
は

、
森
林

減
少

を
減
ら

す
と
い

う
主
要

な
目
標

を
達
成

せ
ず

に
2
年

間
を
完

了
し
て

い
る
（

G
l
o
bo

.c
o
m,
 
2
02

2）
。
法

定
ア
マ

ゾ
ン

協
議
会

は
20
2
1
年

8
月
以
降

開
催

さ
れ
て

お
ら

ず
、

政
府

は
森

林
減
少

対
策
に

消
極
的

で
あ
る

。
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表
2
．

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

が
森
林

に
関
わ

る
活
動

・
業
務

に
与
え

る
影
響

に
つ
い

て
 

  
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ
ルル

スス
のの

影影
響響

  
そそ

のの
他他
  

行行
政政

、、
NN
GG
OO
にに
関関

わわ
るる

活活
動動

  

・
訪

問
拒

否
に

よ
り

中
止

す
る

こ
と

も
一

時
的

に

あ
っ

た
が
、

農
業
技

術
指
導

等
の
活

動
を
継

続
。
 

・
感
染

対
策
を

実
施
す

る
こ
と

で
、
以
前

と
あ
ま

り

変
わ

ら
な
い

活
動
が

で
き
て

い
る
。

 

―
 

農農
家家

にに
関関

わわ
るる

活活
動動
  

・
森

林
（

農
地
）
に

行
く

頻
度
・
用
事
は

農
家
に

よ

っ
て

5
0
％

の
増

減
が

み
ら
れ

た
。
 

・
収

穫
量

に
つ

い
て

は
コ

ロ
ナ

に
よ

る
直

接
的

な

影
響

で
の
増

減
は
な

く
、
他

方
、
労

働
力

が
不
足

す
る

等
で
減

少
し
た

ケ
ー
ス

は
あ
る

。
 

・
勤
務

時
間
が

増
加
し

た
が
、
森

林
内
で

見
る
人

は

大
き

な
増
減

は
見
ら

れ
な
か

っ
た
。

 

・
労

働
者

を
雇

用
し

て
い

る
農

家
は

労
働

者
に

マ

ス
ク

着
用

と
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

を
徹

底
さ

せ
て

い
た

。
 

・
イ

ン
フ
レ

に
よ
り

食
料
品

や
肥
料

代
が
高

騰
し
、
農

家
は
営

農
面
で

困
難
な

状
況
に

あ
る
が

、
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

ー
の

実
践

に
よ

る
収
入

増
加
を

図
っ
て

い
た
。

 

違違
法法

伐伐
採採

にに
つつ

いい
てて
  

・
違
法

伐
採
は

コ
ロ
ナ

流
行
と

は
関
係

な
く
続

き
、

森
林

は
依
然

と
し
て

減
少
し

続
け
て

い
る
。

 

・
パ
ラ

ー
州
で

は
都
市

部
か
ら

農
村
部

に
移
住

し
、

農
業

を
始
め

る
人
が

多
く
み

ら
れ
、
開

墾
に
伴

い

森
林

伐
採
が

増
加
し

た
。
 

・
ベ
レ

ン
周
辺

で
は
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
の

間
は
、
農

地

不
動

産
投
資

が
収
ま

り
、
森
林

減
少
は

少
な
か

っ

た
。
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
が
落

ち
着
く

と
、
土

地
が
新

し
く

伐
り
開

か
れ
森

林
が
減

少
し
て

い
る
。

 

・
2
0
20

年
は

政
府

の
取

締
り

が
ほ

と
ん
ど

な
か
っ

た
が
、
2
0
21

年
は

環
境
局

、
軍
、

I
B
A
MA

等
が
総
出

で
現
地

取
締
強

化
し
、
違

法
伐
採

は
減
少

し
て
い

る
。
 

 ●●
ココ

ロロ
ナナ
ウウ

イイ
ルル

スス
がが

林林
産産

物物
等等

のの
加加

工工
、、

流流
通通

過過
程程

にに
与与

ええ
たた

影影
響響

  

本
調

査
地

で
は
、
コ
ロ

ナ
流
行

と
は
関

係
な
く

、
林

産
物
の

加
工
品

の
注
文
・
需

要
は
増

加
し
た

が
、
シ
ー

ド
オ
イ

ル
な

ど
の

原
料
（

種
子
）

は
気
候

が
要
因

で
不
足

し
、
注

文
に
応

じ
き
れ

て
い
な

い
状
況

で
あ
っ

た
（
表

3）
。

一
方
で

、
家
具

業
者

は
、
パ

ン
デ

ミ
ッ
ク

の
影
響

に
よ
り

、
家

庭
内
で

過
ご
す

時
間
が

増
え
た

こ
と
で

家
具
新

調
需
要

が
あ
り

、
注

文
・
需

要
が

増
加
し

た
。

 
新

聞
記
事

等
か
ら

得
ら
れ

た
情
報

と
し
て

は
、
ブ
ラ

ジ
ル
で

は
、
コ

ロ
ナ
流

行
後
に

多
く
の

企
業
が

テ
レ
ワ

ー
ク
を

導
入

し
、
各
種

手
続
き

を
電
子

的
に
（

パ
ソ

コ
ン
で

）
作

業
が
で

き
る

よ
う
に

し
た
た

め
、
ユ

ー
カ

リ
と
マ

ツ
由
来

の
パ
ル

プ
を

原
材

料
と
し

た
紙
の

需
要
が

減
少
し

た
（
O
l
i
v
e
ir
a
 a
n
d
 S
an

to
s
, 
20
2
1
）

こ
と
が

指
摘
さ

れ
て
い

る
。
木

材
関
係

者
の

多
く

は
コ

ロ
ナ

流
行

に
よ

り
利

益
の

減
少

を
経

験
し

て
お

り
、

包
装

部
門

が
最

も
悪

影
響

を
受

け
て

い
る

（
F
o
r
e
s
t2
m
ar

ke
t
,
 2
0
2
0
）。

一
方
で

、
パ
ル

プ
部
門

は
ト
イ

レ
ッ
ト

ペ
ー
パ

ー
の
世

界
的
な

消
費
量

増
加
に

よ
り
、
在

庫

が
減

少
し
、
生
産

サ
イ
ク

ル
が
規

則
化
し

改
善
し

た
こ
と

で
、
生

産
量

が
増
加

し
て
い

る
。
コ

ロ
ナ

流
行
後

、
セ

ル
ロ

ー
ス

の
輸

出
は
減

少
し
た

が
、
こ

れ
は

流
行
前

か
ら
す

で
に
起

こ
っ
て

い
る
こ

と
で
あ

る
（

O
l
i
v
ei
r
a
 a
n
d
 S
a
n
to
s
,
 2
0
2
1
）
。

 
今

回
の
調

査
で
は

、
コ

ロ
ナ
流

行
後
、

20
21

年
に

入
っ

て
か
ら

の
石

油
や

コ
モ

デ
ィ
テ

ィ
全
般

の
価
格

高
騰
の

影
響
を

受
け

、
米
ド

ル
ベ
ー

ス
で
価

格
が
決

ま
る
輸

入
資
材

利
用
（

窒
素
肥

料
同
様

に
、
石

油
化
学

工
業
製

品
で
あ

る
プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
包

材
の

ブ
ラ

ジ
ル

レ
ア

ル
建

て
価

格
が

上
昇

）
が

要
因

で
製

品
用

の
包

装
袋

の
価

格
が

上
昇

し
、

以
前

よ
り

ブ
ラ

ジ
ル

レ
ア

ル
ベ
ー

ス
で
の

製
造
コ

ス
ト
が

か
か
っ

て
お
り

、
加
工

業
者
を

悩
ま
せ

て
い
た

。
一
方

で
、
家
具

業
者
は

コ
ロ
ナ

流
行

の
影

響
で
注

文
・
需

要
は

40
～

50
％
、
製

造
量

及
び
収

入
は

30
％

増
加
し

た
。
入
手

し
に
く

く
な
っ

た
林
産

品
や
部

材
は

177
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 特
に

な
い
が

、
原
材

料
（
木

材
）
の

値
段
が

約
14

％
上

が
っ

た
（
輸

送
費
や

チ
ェ
ン

ソ
ー
の

燃
料
費

・
部
品

の
高
騰

に
よ

り
）

た
め
、

販
売
価

格
を

20
％

上
げ

て
い

る
。
こ

の
よ
う

に
、
加

工
業
者

に
よ
っ

て
製
造

コ
ス
ト

・
コ
ロ

ナ
流
行

の
影
響

が
異

な
っ
て

い
る
こ

と
が
明

ら
か
に

な
っ
た

。
 

 
表

3
．

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

が
林
産

物
等
の

加
工
、

流
通
過

程
に
与

え
る
影

響
に
つ

い
て
 

  
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ
ルル

スス
のの

影影
響響

  

加加
工工

業業
者者
  

・
コ
ロ

ナ
流
行

と
は
関

係
な
く

、
林
産

物
の
加

工
品
の

注
文
・

需
要
は

増
加
し

た
。
 

・
コ
ロ

ナ
流
行

や
石
油

高
騰
等

に
よ
り

、
資
材

価
格
が

上
昇
し

た
。
 

家家
具具

職職
人人
  

・
注
文

・
需
要

は
4
0
～
5
0
％
、

製
造
量

及
び
収

入
は

3
0
％

増
加

し
た
。
 

・
原
材

料
（

木
材

）
の

値
段

が
約

1
4
％
上
が

っ
た
（

輸
送

費
や
チ

ェ
ン
ソ

ー
の
燃

料
費
・
部
品

の
高

騰

に
よ

り
）
た

め
、
販

売
価
格

を
2
0
％

上
げ
た

。
 

 ●●
ココ

ロロ
ナナ
ウウ

イイ
ルル

スス
がが

生生
計計

・・
暮暮

らら
しし

のの
質質

にに
与与

ええ
たた

影影
響響

  

一
部

の
農

家
で
は

収
入
が

2
0
～
3
0
％
減
少

し
、

生
計
が

厳
し
く

な
り
、

肥
料
な

ど
の
農

業
資
材

の
高
騰

や
物
価

上
昇
に

よ
り

営
農
も

厳
し
く

な
っ
て

い
る
（

表
4）

が
、

都
市
部

の
住
民

に
比
べ

て
食
料

に
困
る

こ
と
は

少
な
い

と
考
え

ら
れ
る

。

カ
メ

タ
ー
市

の
農
家

は
、
ア

サ
イ
ー
（

果
実
・
新

芽
）
や
エ

ビ
、
魚

な
ど
を

所
有
地

や
そ
の

周
辺
で

日
常
的

に
獲
り

、
食
料

と
す

る
こ
と

が
可
能

で
あ
る

。
収
入

が
3
0
％

減
少

し
た
農

家
は
節

約
傾
向

が
強
く

な
り
、

必
要
な

も
の
だ

け
買
う

よ
う
に

し
て

い
た
。
旅

行
業
も

観
光
客

減
少
に

よ
り
コ

ロ
ナ
流

行
後
は

赤
字
が

続
き
厳

し
い
経

営
状
況

で
あ
っ

た
が
、
2
0
21

年
1
0

月
以

降
か
ら

観
光
客

が
増
え

始
め
、
少
し

ず
つ
改

善
し
て

き
て
い

る
。
一

方
で

家
具
業

者
は
需

要
・
収

入
増

加
に
よ

り
、
生

計
が

2
0
％

潤
っ

て
い

る
。
以

上
の

よ
う
に

、
業

種
に

よ
っ
て

収
入
の

増
減
が

あ
り
、

生
計
の

質
が
異

な
る
こ

と
が
明

ら
か

に
な

っ
た
。

 

  

表
4
．

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

が
生
計

・
暮
ら

し
の
質

に
与
え

る
影
響

 

  
ココ

ロロ
ナナ

ウウ
イイ

ルル
スス

のの
影影
響響

  

農農
家家

  
・
一

部
の
農

家
で
は

収
入
が

2
0
～
3
0
％
減
少

し
、
生
計

が
厳
し

く
な
り

、
肥

料
等

の
高
騰

や
物
価

上
昇

に
よ

り
営

農
も
厳

し
く
な

っ
て
い

る
。
 

・
収

入
が

3
0％

減
少

し
た
農

家
は
節

約
傾
向

が
強
く

な
り
、

必
要
な

も
の
だ

け
買
う

よ
う
に

し
た
。

 

旅旅
行行

会会
社社
  

・
観

光
客
減

少
に
よ

り
赤
字

が
続
き

厳
し
い

経
営
状

況
で
あ

っ
た
が

、
2
02
1
年

1
0
月
以

降
、
観

光
客

が
増

え
始

め
、
徐

々
に
改

善
し
て

い
る
。

 

家家
具具

職職
人人
  

・
需

要
・
収

入
増
加

に
よ
り

、
生
計

が
20
％

潤
っ
た

。
 

  ●●
感感

染染
症症
一一

般般
、、

ワワ
クク

チチ
ンン

接接
種種

、、
規規

制制
状状

況況
なな

どど
  

こ
れ

ま
で

調
査
地

で
感
染

者
数
は

多
い
が

、
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

対
象
者

全
員
が

ワ
ク
チ

ン
を
す

で
に
接

種
し
て

お
り
、
外

出

を
控

え
る
と

い
っ
た

対
策
を

取
っ
て

い
た
。

周
り
で

は
2
0
～
5
0
人
が

感
染

し
て
お

り
（
表

5、
ほ

と
ん
ど

の
住
民

が
感
染

し
た

と
思
わ

れ
る
が

、
P
C
R
検

査
を
し

て
な
い

た
め
正

確
な
感

染
者
数

は
不
明

）、
1
～
6
人
が

コ
ロ

ナ
で

亡
く
な

っ
た
。
調

査
対

象
地
の

住
民
の

多
く
が

ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ

カ
製
の

ワ
ク
チ

ン
を
接

種
し
、

周
り
の

人
の

9
0
％

以
上

が
接
種

し
て
い

た
。

場
所

に
よ

っ
て

は
一

部
の

施
設

で
ワ

ク
チ

ン
接

種
証

明
書

を
求

め
ら

れ
る

場
合

が
あ

る
。

コ
ロ

ナ
流

行
後

は
、

外
出

を
控

え
、
手
洗

い
、
マ

ス
ク

着
用
、
ア

ル
コ
ー

ル
消
毒

を
徹
底

し
て
い

た
が
、
ワ
ク

チ
ン
接

種
後
は

緩
和
し

て
き
て

い
る
と

思
わ

32
 

 れ
る

。
 

マ
ス

ク
は

家
で
は

使
わ
な

い
が
（
家

族
全
員

が
ワ
ク

チ
ン
を

接
種
し

て
い
る

た
め
）
、
外
出

時
（

特
に
病

院
や
銀

行
へ
入

る
場

合
）
は

着
用

し
て
い

る
住
民

が
多
い

。
一

方
で
、
ワ

ク
チ
ン

接
種
後

は
安

心
し

て
気

に
せ
ず

着
用
し

て
い
な

い
（

ほ
と

ん
ど

の
住

民
が

接
種

済
み

だ
か

ら
、

感
染

す
る

こ
と

は
な

い
、

あ
る

い
は

感
染

し
て

も
軽

症
で

済
む

か
ら

問
題

な
い

と
考

え
て

い
る
）
人

も
多

い
。
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
時

も
マ
ス

ク
を
着

用
し
て

い
る
対

象
者
は

見
ら
れ

ず
、
日

本
在
住

の
日
本

人
と
比

べ
る

と
、

ブ
ラ

ジ
ル

人
は

そ
れ

ほ
ど

神
経

質
に

な
ら

ず
に

普
段

通
り

の
生

活
を

送
っ

て
い

る
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
た

。
ト

メ
ア

ス
ー
で

は
ワ
ク

チ
ン
接

種
後
も

感
染
が

確
認
さ

れ
た
住

民
も
い

る
た
め

、
普
段

か
ら
マ

ス
ク
着

用
が
重

要
で
あ

る
。
 

調
査

地
で

は
コ
ロ

ナ
感
染

防
止
た

め
の
規

制
が
あ

っ
た
が

、
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

対
象
者

に
対
し

て
大
き

な
利
益
・
不
利

益
は

確
認

さ
れ
な

か
っ
た

。
ト
メ

ア
ス
ー

市
で
は

コ
ロ
ナ

流
行
の

ピ
ー
ク

時
（
2
0
2
0
年

4
月

～
6
月

）
は

、
商
店

等
が

9
時

～

15
時

ま
で
の

短
縮
営

業
を
行

い
、
入

店
時
の

マ
ス
ク

着
用
や

ア
ル
コ

ー
ル
消

毒
を
義

務
付
け

て
い
た

。
ロ
ッ

ク
ダ
ウ

ン
時

は
洋

服
店

や
家

電
量

販
店

が
閉

ま
っ

た
が

、
食

料
品

店
は

短
縮

営
業

を
行

い
、

一
時

期
は

自
動

車
の

運
転

に
よ

る
移

動
が

禁
止

さ
れ

て
い

た
。

現
在

で
は

一
部

の
店

舗
や

公
証

役
場

、
大

規
模

な
イ

ベ
ン

ト
会

場
に

入
る

場
合

は
ワ

ク
チ

ン
接

種
証

明
書

の
提
示

が
必
要

で
あ
る

。
ト
メ

ア
ス
ー

の
大
学

や
学
校

の
多
く

は
ま
だ

休
校
し

て
い
る

。
 

カ
メ

タ
ー

市
で
は

コ
ロ
ナ

流
行
の

ピ
ー
ク

時
は
、
ス

ー
パ
ー

や
銀
行

の
営
業

時
間
が

短
縮
さ

れ
、
自

由
に
買

い
物
が

で
き

な
く

困
っ
た

が
、
ワ

ク
チ

ン
接
種

が
進
み

、
感
染

者
数
も

減
少
し

て
き
た

こ
と
か

ら
、
2
0
21

年
1
2
月

の
時
点

で
は
少

し
ず

つ
外

出
で
き

る
よ
う

に
な
っ

て
い
る

。
外

食
で

き
な
い

分
貯
金

で
き
、
感

染
者

の
多
い

中
心
街

に
は
行

か
な
い

よ
う
に

し
、

在
宅

時
間

が
増

え
た

結
果

、
所

有
地

で
の

労
働

時
間

が
増

え
、

ボ
ー

ト
の

修
理

な
ど

遅
れ

て
い

た
作

業
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

て
い
る

。
 

以
上

よ
り

、
調

査
地
で

は
規
制

に
よ
る

利
益
・
不
利

益
は
顕

著
で
は

な
く
、
ワ

ク
チ
ン

接
種
が

進
ん
だ

こ
と
に

よ
り
、
感

染
者

数
が

減
少

し
、

状
況

は
改

善
し

て
き

て
い

る
が

、
接

種
後

は
感

染
を

気
に

せ
ず

対
策

を
緩

め
て

生
活

し
て

い
る

人
が

多
い

と
思

わ
れ

る
た

め
、

普
段

か
ら

マ
ス

ク
着

用
お

よ
び

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
を

行
い

、
感

染
し

な
い

よ
う

に
十

分
に

留
意

し
て

行
動
す

る
こ
と

が
求
め

ら
れ
る

。
 

 

表
5
．
感

染
症
一
般

、
ワ
ク

チ
ン
接

種
、
規

制
状
況

な
ど
 

  
各各

状状
況況

  
そそ

のの
他他

  

周周
りり

のの
感感

染染
者者

数数
  

2
0
～
5
0
人
 

ほ
と

ん
ど

の
住

民
が

感
染

し
た

と
思
わ

れ
る
が

、
P
CR

検
査
を
し

て
な

い
た

め
正
確

な
感
染

者
数
は

不
明
。
 

周周
りり

のの
死死

亡亡
者者

数数
  

1
～

6
人
 

―
 

ワワ
クク

チチ
ンン

のの
種種

類類
  

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ
カ

製
が
多

い
 

―
 

ワワ
クク

チチ
ンン

接接
種種

率率
  

9
0
％
以

上
 

―
 

ママ
スス

クク
着着

用用
  

外
出

時
（

病
院
や

銀
行
等

へ
入
る

場
合
）
は

着
用

し
て

い
る
住

民
が
多

い
。
一

方
で
、
ワ

ク
チ

ン
接
種

後
は

着
用
し

な
い
住

民
も
多

い
。
 

―
 

規規
制制

  
・
店

舗
等

の
短
縮

営
業
、
自

動
車
の

運
転
禁

止
、
ワ

ク
チ

ン
接

種
証
明

書
の
提

示
。
 

・
外

食
で
き

な
い
分

貯
金
で

き
た
。
 

・
感
染

者
の
多

い
中
心

街
に
は

行
か

な
い

よ
う

に
し
た

。
 

・
在
宅

に
時
間

が
増
え

た
結
果

、
所

有
地

で
の

労
働
時

間
が
増

え
、
遅

れ
て

い
た

作
業

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
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